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赤
城
山
の

ゴ
マ
シ
ジ
ミ
関
連
調
査

（3
）

（代
表）

片
山

満
秋

1
．
は
じ
め
に

赤
城
山
の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
記
録
は
2
0
0
4
年
ま

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
本

種
は
群
馬
県
の
絶
滅
危
倶
種
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
生
活
史
は
、
東
北
地
方
以
北

は
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ
の
花
穂
に
、
そ
れ
以

外
の
地
域
で
は
ワ
レ
モ
コ
ウ
の
花
穂
に
産
卵
す
る
。

解
化
し
た
幼
虫
は
花
穂
を
餌
に
し
て
3
齢
ま
で
育
ち
、

4
齢
（
終
齢
幼
虫
）
に
な
る
と
ク
シ
ケ
ア
リ
類
に
く
わ

え
ら
れ
て
そ
の
巣
に
入
り
、
ア
リ
類
の
幼
虫
や
嫡
を

餌
に
し
て
越
冬
す
る
。
夏
に
な
る
と
ア
リ
類
の
巣
穴

の
出
口
付
近
で
踊
化
し
、
羽
化
し
て
地
上
に
出
る
。

成
虫
は
ワ
レ
モ
コ
ウ
、
ア
ザ
ミ
類
、
ハ
ギ
類
、
ク
ガ

イ
ソ
ウ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
パ
ナ
な
ど
の
花
で
吸
蜜
し
て
生

活
す
る
。
成
虫
の
発
生
は
7
月
下
句
か
ら
8
月
中
旬

の
年
l
回
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
生

活
史
に
お
い
て
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
と
ク
シ
ケ
ア
リ
類
の

存
在
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

ゴ
マ
シ
ジ
ミ
が
生
活
史
を
全
う
す
る
た
め
に
必
要

な
ワ
レ
モ
コ
ウ
と
ク
シ
ケ
ア
リ
類
の
現
状
を
確
認
す
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城
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し
た
。
今
回
の
調
査
は
2
0
1
2
年
8
月
ロ
日
に
、
群

県
自
然
保
護
連
胞
の
会
長
な
ど
日
名
で
実
施
し
た
。

赤城山のゴマシジミ調査箆所（2012年8月12日）

2
．
調
査
方
法

参
加
者
円以
名
の
う
ち
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
が
正
硫
に
確

認
で
き
る
者
を
班
長
と
し
て
A
、
B
、
C
の
3
班
に
分

け
た
。
調
査
範
囲
は
A
班
（
鍋
剖
山
尾
根
j
山
田）、

B
班
（
荒
山
高
原

i
鍋
剖
山
尾
根
）
、

C
班
（
荒
山
高

原
1
荒
山
中
腹
）
と
し
、
調
査
場
所
は
闘
に
ぶ
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
の
申
し
合
わ
せ
事
羽
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

（l
）
時
刻
と
と
も
に
、

G
P
S
と
高
度
計
を
用
い

て
調
査
し
た
地
点
の
場
所
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
記

録
す
る
。
（
G
P
S
の
高
度
表
示
を
補
正
す
る
た
め
、

高
度
計
を
用
い
た
。
）

（2
）
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
確
認
は
双
眼
鏡
な
ど
も
用
い

て
必
ず
複
数
で
行
い
、
写
真
に
記
録
す
る
。
同
様
に
し

て
ワ
レ
モ
コ
ウ
の
花
椋
を
観
察
し
幼
虫
を
調
査
す
る
。

（3
）
調
査
コ

l
ス
で
見
ら
れ
た
開
花
中
の
植
物
や

気
の
付
い
た
と
と
を
記
録
す
る
。

な
お
、
荒
山
高
原
の
標
高
は
l
／
お
万
地
形
図
に

1
2
5
8
m
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
調
査
で
は

1
2
6
0
m
と
し
た
。
ま
た
、
天
候
急
変
な
ど
で
は

調
掛
川
を
中
止
し
て
下
山
す
る
こ
と
。

3
．
結
果
と
考
察

旧
時
加
分
、
荒
山
高
似
で
3
班
に
分
か
れ
て
行
動

を
開
始
し
た
。
行
動
開
始
の
と
き
は
雲
の
動
き
が
緩

や
か
で
、
午
前
中
は
雨
が
降
ら
な
い
と
忠
わ
れ
た
。

日
時
近
く
に
な
り
、
深
い
霧
が
巻
い
て
く
る
と
と

も
に
福
嶋
が
近
く
で
聞
と
え
雨
が
降
り
出
し
た
。
ほ

ど
な
く
し
て
登
山
道
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
濃
霧
と
な

り
、
雨
具
を
身
に
付
け
る
間
も
な
く
雷
鳴
と
と
も
に

激
し
い
雨
と
な
っ
た
。
調
査
を
中
止
し
て
下
山
す
る

頃
に
は
、
登
山
道
を
涜
れ
る
水
は
激
し
い
川
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

A
班
と
B
班
は
予
定
の
コ
l
ス
を
歩
い
た
が
、
調

査
は
濃
い
霧
と
激
し
い
雨
の
た
め
十
分
な
制
交
は
で

き
な
か
っ
た
。
C
班
は
激
し
い
雷
雨
の
た
め
、

A
班

や
B
班
よ
り
早
め
に
調
査
を
切
り
上
げ
た
。
集
合
場

所
と
し
た
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
駐
車
場
に
到
着
し
た
時

点
で
も
雨
は
降
り
続
い
て
い
た
。
ま
た
、
下
山
途
中

で
、
近
く
に
落
雷
し
た
と
思
わ
れ
る
激
し
い
雷
鳴
と

と
も
に
、
光
も
見
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
天
候
の
た
め
、
い
ず
れ
の
コ

l
ス
と

も
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
成
虫
や
ワ
レ
モ

コ
ウ
の
花
穂
で
幼

虫
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
ワ
レ
モ
コ
ウ
の
花
穂

に
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
悪
天
候

を
察
知
し
て
か
、
ア
リ
類
は
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
。

A
班
は
鍋
剖
山
の
尾
根
か
ら
山
頂
ま
で
の
閣
で
キ

3 



ア
ゲ
ハ
、
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
、
ヤ
マ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
、

オ
オ
チ
ャ
パ
ネ
セ
セ
リ
、
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ
を
各
l

個
体
ず
っ
と
、
尾
根
筋
で
オ
オ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
の

幼
虫
を
多
数
確
認
し
て
い
る
。
B
、
C
班
と
も
に
チ
ョ

ウ
類
は
確
認
し
て
い
な
い
。

開
花
中
の
植
物
は
次
の
引
種
で
あ
っ
た
。

ユ
リ
科
（
ウ
パ
ユ
リ
、
コ
オ
ニ
ユ
リ
、
コ
パ
ギ
ボ
ウ

シ
、
シ
ュ
ロ
ソ
ウ
、
ネ
パ
リ
ノ
、
ギ
ラ
ン
、
ノ
ギ
ラ
ン
）
、

タ
デ
科
（
イ
タ
ド
リ
）
、
ナ
デ
シ
コ
科
（
フ
シ
グ
ロ
セ

ン
ノ
ウ
）
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
（
カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
、
ボ
タ

ン
ヅ
ル
、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
マ
ツ
、
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
）
、

ユ
キ
ノ
シ
タ
科
（
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
）
、
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科

（
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
、
コ
ケ
オ
ト
ギ
リ
）
、
バ
ラ
科
（
シ

モ
ツ
ケ
、
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
、
ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
）
、
マ

メ
科
（
ク
サ
フ
ジ
、
マ
ル
バ
ハ
ギ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ワ

レ
モ
コ
ウ
）
、
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
科
（
キ
ツ
リ
フ
ネ
、

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
）
、
ア
カ
パ
ナ
科
（
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
）
、

セ
リ
科
（
シ
シ
ウ
ド
）
、
シ
ソ
科
（
イ
ヌ
ト
ウ
バ
ナ
、

カ
メ
バ
ヒ
キ
オ
コ
シ
、
キ
パ
ナ
ア
キ
ギ
リ
、
ク
ル
マ

パ
ナ
、
ヒ
メ
シ
ロ
ネ
〉
、
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
科
（
マ
ツ

ム
シ
ソ
ウ
）
、
キ
キ
ョ
ウ
科
（
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、

ヤ
マ
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
）
、
キ
ク
科
（
キ
オ
ン
、
タ
ム

ラ
ソ
ウ
、
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
、
ハ
コ
ネ
ギ
ク
、
マ
ル
バ

ダ
ケ
ブ
キ
、
ヤ
マ
ニ
ガ
ナ
、
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
）

。

と
れ
ら
開
花
中
の
植
物
に
は
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
が
産
卵

す
る
ワ
レ
モ
コ
ウ
や
吸
蜜
す
る
植
物
が
含
ま
れ
て
お

り
、
ク
シ
ケ
ア
リ
類
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る
の

で
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
生
活
史
を
全
う
し
得
る
条
件
は
、

一
応
、
整
っ
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
が
確
認
さ
れ
て
い
た
1
9

8
0
年
代
と
比
較
し
て
ワ
レ
モ
コ
ウ
の
株
数
は
非
常

に
減
少
し
、
残
さ
れ
た
ワ
レ
モ
コ
ウ
も
笹
の
中
に
穂

先
が
見
え
る
程
度
で
生
育
環
境
の
変
化
は
著
し
い
。

今
回
の
調
査
は
、
悪
天
候
に
よ
り
予
定
し
た
調
査

が
出
来
な
か
っ
た
。
な
お
調
査
に
あ
た
り
、
前
日
に
天

気
予
報
を
調
べ
た
と
と
ろ
「
雨
」
と
「
曇
り
」
の
二
通

り
あ
っ
た
。
ま
た
、
下
山
す
る
途
中
の
標
高

mm以
下

で
は
雨
の
降
っ
た
形
跡
は
な
く
、
晴
天
で
あ
っ
た
。

な
お
と
の
調
査
の
後
に
、

2
人
の
会
員
が
別
々
に

（8
月
辺
日
と
8
月
M
日
）
同
じ
場
所
で
調
査
を
行
っ

た
。
両
日
と
も
晴
天
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
成
虫
は

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
か
つ
て

ゴ
マ
シ
ジ
ミ
が
生
息
し
調
査
対
象
と
し
た
鍋
割
山
の

北
斜
面
、
尾
根
及
び
山
頂
付
近
や
荒
山
高
原
を
含
む

荒
山
南
面
に
は
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
可

能
性
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

議山
． 
山

出士 覚摘測

県
内
に
は
、
古
墳
時
代
（
五

・
六
世
紀
）
の
昔
か
ら

牧
場
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
と
と
か
ら
、
明
治
時
代
に

県
名
を
群
馬
と
し
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
す
。
わ
が

赤
城
山
能
に
も
荒
蒔
や
拝
志
、
沼
尾
な
ど
の
放
牧
地

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
岩
津
正
作
著

「赤
城

山
大
鑑
」
（
昭
和
七
年

・
毛
野
研
究
会
）
に
よ
る
と
、

明
治
七
年
熊
谷
県
令
の
許
可
を
得
て
、
明
治
八
年
か

ら
山
頂
で
の
放
牧
が
始
め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
利
用
者
は
県
内
外
の
牛
馬
所
有
者
で
、
家
畜
の

健
康
管
理
の
た
め
に
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
放
牧
で

す
が
、
ま
ず
六
月
ま
で
は
海
抜
が
低
く
、
草
萌
え
の

早
い
箕
輪
で
放
牧
し
、
そ
の
後
、
山
頂
部
に
移
動
さ

せ
て
秋
冷
を
感
じ
牧
草
硬
化
す
る
九
月
に
な
る
と
、

ま
た
箕
輪
に
戻
り
、
柔
軟
な
牧
草
を
飼
料
と
し
て
、

夏
期
の
飼
育
を
全
う
し
て
い
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
昔
の
道
路
事
情
を
考
え
る
と
、
牛
馬
の
移
動
だ

け
で
も
相
当
な
労
力
が
必
要
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

山
頂
部
で
の
放
牧
は
現
在
の
新
坂
平
だ
け
で
な
く
、

相
当
広
い
範
囲
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
て
、
地

蔵
岳
東
面
に
は
牛
馬
が
歩
く
こ
と
で
で
き
る
欣
牧
地

4 



独
特
な
階
段
状
地
形
の
名
残
り
が
見
ら
れ
ま
す
し
、

平
成
卜
八
年
に
は
覚
満
測
も
牧
場
だ
っ
た
記
録
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

覚
満
洲
と
い
え
ば
、
大
沼
の
東
、
標
高
一
一
．
一
六

O
m

に
あ
る
小
さ
な
湿
原
で
、
か
つ
て
は
古
大
沼
の

一
部

で
し
た
が
、
水
位
が
下
が

っ
た
た
め
、
現
在
の
形
で

残
っ
た
の
で
す
が
、
分
布
す
る
植
物
の
穐
類
数
が
多

く
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
を
目
当
て

に
す
る
訪
問
者
は
多
い
の
で
す
。
自
然
観
察
会
な
ど

で
は
、
湿
原
か
ら
革
原
へ
、
さ
ら
に
森
林
へ
と
、
長

い
時
閣
を
か
け
て
移
り
変
わ
っ
て
行
く
非
循
環
的
変

化
（
遷
移
と
い
う
）
老
解
説
す
る
の
に
好
都
合
な
場
所

で
す
が
、
牧
場
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
は
、
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
株
数
が
多
い
理
由
も
納
得
で
き
ま
し

た
し
、
牧
場
跡
か
ら
始
ま
る
て
次
的
遷
移
を
強
調
す

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

最
近
、
そ
の
覚
満
州
側
で
、
明
殖
し
た
シ
カ
が
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
食
う
の
で
花
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

と
地
元
住
民
の
危
慎
が
県
立
公
闘
を
管
理
す
る
群
馬

県
自
然
環
境
課
に
伝
え
ら
れ
、
平
成
十
八
年
に
原
因

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
シ
カ
の
食
堂
ロ
だ
け

で
な
く
、
サ
サ
類
（
詳
し
く
は
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
の
ニ
ッ

コ
ウ
ザ
サ
）

の
増
殖
が
激
し
く
な
っ
て
地
表
ま
で
陽

光
が
刷
か
な
い
た
め
、
他
の
植
物
が
太
陽
の
恩
恵
に

預
か
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
ま
し

た。県は同年中に約十m四方のシカ防止棚を

巡らせた試験区を円カ所設置して、ササの刈

り取りを始めました。ササを退治するのでは

なく、ササに遠癒してもらって他の柄物にも

牛一きる場を提供しようとする試みです。今年

度も観察を続けていますが、効果は確実に表

れています。

里山が放棄されて荒れ地と化すのと同じこ

とが、牧場跡地でも起とるのですから、覚満

測での活動は入手を加える自然保護の実例で

す。県は覚満洲周囲に約千八百mのシカ侵入

防止網を張り巡らせましたω昨年（平成二十

戸一年）からは、試験区外のササ刈りがボラン

ティアによって始まりました。との一一年間の

経験では、二ッコウキスゲは確実に噌加して

います3ススキやオニゼンマイが急速に勢力

を増している問題はありますが、覚、満測で生

活する多くの動植物が生きやすい場を提供す

るととに共感するボランティアの参加が不可

欠です。ササ刈りは、末、永く続けなければ意

味を失う情動ですので、一人でも多くの参加

者に期待しています。～／
片・汽へ一）
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シ
カ

食
わ
れ

zゑ
聖哲

「
赤
城
山
に
は
今
現
在
、
約
四
百
頭
の
シ
カ
が

い
る
」と

三一
回
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
驚
か
れ
る
だ
ろ
う
か
？

と
れ
は
群
馬
県
林
業
試
験
場
が
昨
年
度
行
っ
た
赤

城
山
鳥
獣
保
護
区
内
の
シ
カ
の
例
休
数
推
定
調
査
の

結
果
で
あ
り
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
頭
数
で
あ

る
。
各
地
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
シ
カ
の
食
害
問
題

は
赤
城
山
も
例
外
で
は
な
い
。
赤
城
県
道
脇
で
す
ら

多
数
の
獣
道
が
見
ら
れ
、
踏
み
つ
け
ら
れ
た
地
面
は

土
が
一
露
出
し
て
い
る
。
サ
サ
等
の
下
層
植
生
は
、
先

端
に
千
切
っ
た
よ
う
な
食
痕
が
見
ら
れ
る
。
臼
様
牧

場
や
ス
キ
！
場
の
平
地
で
は
、
シ
カ
の
糞
を
踏
ま
な

け
れ
ば
歩
け
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ル
パ
ダ

ケ
ブ
キ
や
シ
ロ
ヨ
メ
ナ
等
の
不
晴
好
性
柏
物
が
目
立

つ
。
ミ
ズ
キ
や
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
等
の
木
本
柿
物
は
、

至
る
所
で
樹
皮
が
食
べ
ら
れ
枯
死
し
て
い
る
姿
を
確

認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
シ
カ
の
高
密
度
化

が
進
ん
で
い
る
典
型
的
な
現
象
で
あ
る
。

群
馬
県
自
然
環
境
課
で
は
一一．年
前
か
ら
赤
城
山
鳥

獣
保
護
区
内
で
シ
カ
の
捕
獲
と
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

p
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そ
の

一
環
と
し
て
生
物
多
様
性
の
保
全
を
目
的
と
し

た
シ
カ
に
よ
る
植
生
影
響
状
況
調
査
を
依
頼
さ
れ
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
二
年
前
で
あ
る
。
シ
カ
の
保
護
管

理
を
行
う
上
で
、
シ
カ
の
動
向
や
植
生
へ
の
影
響
を

調
査
に
よ
り
把
握
し
、
調
査
結
果
を
捕
獲
や
防
除
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
山
に
入
る
機
会
の
多
い
皆
さ
ん
と

調
査
の
結
果
を
共
有
す
る
事
で
、
シ
カ
の
食
害
状
況

を
知
っ
て
い
て
頂
き
、
赤
城
山
が
抱
え
る
シ
カ
問
題

の
現
状
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た

シ力による木本値物樹種別の被害率
順位が高いほど曙舟牲が強く、
食害により枯死し怠く怠ってしまう可能性が高い種と言える

だけたらと思う。

赤城山鳥獣保護区内の六五ケ所で、一二四四

九本の木本植物を調査した結果、半数を超え

る五一．一二%（一七七一本）でシカによる食

痕を確認した。出現した種を被害率の高い順

に文末に示すので、皆さんがシカの食痕を見

る際の参考にして頂きたい。

シカの噌好性樹種は食べる順番が決まって

いるが、地域によってその順番に若干違いが

ある事が知られている。群馬県内で晴好性樹

割 樋 侵害事 調 樋 蹟曹事 司a 種 担置寄宰

1 Pマアジヲイ 100”4 43 モミジイチコ 62.5" es タ力事ヲヲラ 8.3% 

コクサギ 100.°" 44 ヲフフタギ 60.6" 86 ダケカンパ 43" 
l守－ 町一 ιー

クマイチゴ 100.°" 45 つソハダ力工デ 60.°" 87 レンヴツツジ 2.5" 

ミツバワツギ IC旧°＂ 46 やマハンノキ 58.1" 88 ミズナラ 1.1" 
やマモミジ 100.0l幅 41 ミヤマニガイチコ 55.6" 89 アプラチャン 。町H

つラジロモミ 100.”‘ 48 ツJレつメ壬ドキ 50.0" クザギ 阻止H

耳トコヨつゾメ 100 .. ()j( ノソつツギ 50~ スギ o~ 

ーフトコ 100.°" コマユミ 50°" クロマν 0.0河

ノイバラ 、00.°" シナノキ 50.°" イ立プナ o.°" 

つ＇）力工デ 100~ パイbつツギ SC.°" チョウジザクラ 0.0% 

ツソパナ 100.砂6 53 エゴノキ 'a'" クマジデ O.Ol( 

二色？力シ？ 100.°" ヤマボウシ 47.6" キハダ 0.0% 

イヌザクラ 100-°" 55 ヤマツツジ 45.7" マップヲ o.°" 

茸ヱグ）~ミ
100!”‘ 56 コゴメつツギ 42.鍛4 ミやマザクラ o.°" 

クマノミヌキ 100.°" ヌミ 42.9" フジ o.°" 

タマ7ジヲイ 100°" 58 イタヤカエデ 42.1" コハつチフ力工デ o.°" 

一ミやマ刀マスミ 100』H 59 やマフドつ
‘ロ°＂

チョつセンゴミシ 也切曜
18 コ？ジヲイ 93.1" ヒトツパ力工デ 40.°" ミツバアケビ 。”‘

ツクパ早つツギ 93.1" ;f;fモミジ 40.0" イフガラミ 。”‘
20 耳耳力メノキ 91.S" 62 耳;fイヲヤメイヅツ 38.4" 耳茸バ？ヲjjラ o.°" 

21 ？耳ダモ 90.S" 63 やマタフ 35.1" コナラ o.°" 

ナッツバキ 切・°＂ 64 ヒロハヘピノボラズ 33.3" ツル？ジヲイ O.°" 

23 ミや守つタイヨ力クラ 88.9" ヒナつチつ力エデ 33.3" ヤマウコギ om唱

Z4 7ヲノハ力主デ 857" クマFナギ ね3" 工ンジ2 0.0% 

25 ナナカマド 833" 67 トつゴヲミツバツツジ 2a'" ナツハゼ O.°" 

ニガイチゴ 833" 68 カジh工デ 27.4" ハリギリ o.°" 

ニシキつツギ 総3" ヲナギイチゴ 213" ミヌメ o.°" 

28 クヲポク 80.9" 70 不明 25.°" クヌギ o.°" 

サンショウ 創＇.8" ハル＝し 2且仰4 ラフヲH 。”‘
30 刀マズミ aooi‘ 72 シロFシ茸 22.2% フヲザクラ 。°＂

ミ事カエデ
80.”‘ 73 クリ 200" マタタビ 0.0" 

32 7’耳ハダ ras" 74 メギ 17.9" ヲフカマツ o.°" 

33 ヲラヲドつタン 1a4指 75 ？ズキナシ 17.4" カスミザクラ 阻切4
p・－

ミヌキ 78.°" わマツカ 16.7" ヲルナシ 。。%
35 マユミ 74~ グミ 16.7" ツタ O.°" 

36 ケT’ヰ 73.JK プナ 16.7" ニッコつナツグミ 0.0% 

やマガシコつ 72.7" 79 ？フブキ 143" ハつチフカ工デ o.°" 

38 ムラヲキシキフ 71.7" 80 カラマツ 11.1" ヒノキ °'°" 39 リョつプ 69.0" つつミヌヲワラ 11.1" m茸ノキ 也・°＂
？カTラシ;f 69.0" 82 ツノハシバミ 103" ムクノキ 也B’4

41 ツタウルシ 66.7" ニオ;ft>マザクラ 10.0" モミ 0.()j( 

42 イボタノキ 65.7" コプシ 100" 総計 513" 

種
を
調
査
す
る
事
が
で
き
た
例
は
今
ま
で
に
無
く
、

貴
重
な
記
録
を
残
す
事
が
で
き
た
と
言
え
る
。
枝
葉

を
採
食
さ
れ
て
刈
り
と
ま
れ
た
植
木
の
よ
う
に
な
っ

た
コ
ア
ジ
サ
ア
イ
等
の
低
木
は
、
生
育
が
出
来
ず
に

や
が
て
枯
れ
て
し
ま
う
。
幹
や
根
張
り
を
食
べ
ら
れ

裸
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
や
ミ

ズ
キ
等
の
樹
木
は
、
水
を
吸
い
上
げ
る
事
が
で
き
ず

枯
死
す
る
。
逆
に
シ
カ
が
食
べ
な
い
不
晴
好
性
植
物

だ
け
が
残
る
。
乙
れ
ら
は
既
に
と
の
赤
城
山
で
も
始

ま
っ
て
い
る
悲
し
い
現
実
で
あ
る
。

シ力lこよる木本植物への
食痕部位別の影響状況内訳

事字 ・鍍
759本
(22.0%) 
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私
が
先
週
仕
事
で
訪
れ
た
関
東
山
地
の
亜
高
山
帯

で
は
、
下
層
植
生
を
食
い
尽
し
た
シ
カ
が
、
有
毒
の

コ
パ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
ま
で
食
べ
始
め
て
い
た
。
ま
た
、
曙

好
性
植
物
の
シ
ラ
ピ
ソ
の
低
木
は
食
べ
ら
れ
枯
れ
、

晴
好
性
の
低
い
コ
メ
ツ
ガ
の
低
木
だ
け
が
残
っ
て
い

る
場
所
も
あ
り
、
植
生
を
変
え
て
し
ま
う
シ
カ
の
影

響
の
大
き
さ
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
と
の
ま
ま
シ
カ
の
高
密
度
化
が
続
け
ば
、
多

く
の
激
害
地
の
よ
う
に
動
植
物
の
種
類
が
減
り
、
裸

地
が
増
え
、
土
壊
浸
食
に
よ
り
地
形
ま
で
も
変
わ
っ

て
し
ま
う
事
が
遠
く
な
い
将
来
確
実
に
予
測
で
き
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
光
景
を
赤
城
山
で
は
見
た
く
な
い
と

切
に
願
う
。
覚
満
淵
に
咲
く
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
マ

ツ
ム
シ
ソ
ウ
等
の
花
々
を
見
て
い
る
と
、
い
つ
ま
で

も
こ
の
赤
城
山
の
生
態
系
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
努

力
を
怠
つ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
野
生

動
物
の
問
題
解
決
は
現
代
を
生
き
る
人
が
解
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
宿
題
で
あ
る
と
思
う
。
ぜ
ひ

赤
城
山
環
境
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
と
実
践
に
つ
い
て

吉

田

龍

司

平
成
辺
年
、
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
伴
う
事
業
と
し
て
、
県
市
町
村
で
色
々
な

計
画
が
持
ち
上
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
県
と
前
橋
市

か
ら
赤
城
山
の
環
境
保
全
、
観
光
振
興
の
両
立
を
目

指
し
た
い
と
の
打
診
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、

環
境
ガ
イ
ド
を
養
成
し
、
赤
城
山
の
P
R
老
更
に
増

幅
さ
せ
た
い
と
の
計
画
だ
。
骨
子
は
都
市
と
の
連
携

を
網
野
に
観
光
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
、
県
中
部
行

政
事
務
所
が
主
管
と
な
る
事
業
で
あ
る
。
実
施
す
る

主
体
は
「
N
P
O
赤
城
自
然
塾
」
が
受
持
つ
。
広
く

県
民
に
啓
発
発
信
す
る
た
め
ス
タ
ッ
フ
8
名
は
何
度

も
討
議
を
重
ね
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。

講
師
は
上
毛
新
聞
社
か
ら
な
る
ほ
ど
赤
城
学
』
を

上
梓
さ
れ
た
栗
原
久
氏

（
東
京
福
祉
大
学
教
授
）
、

鱗
麹
学
会
員
で
、
植
物
に
も
造
詣
の
深
い
篠
原
豊
氏

（
赤
城
姫
を
愛
す
る
集
ま
り
事
務
局
長
）
、
元
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
家
」
の
店
長
で
、
企
業
の
接
客
指
導
を
行
っ

て
い
る
柴
田
直
美
氏
（
大
韓
航
空
国
際
部
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
長
）
が
「
ガ
イ
ド
心
得

・
お
も
て
な
し
」
老

担
当
。
そ
し
て
私
も
講
師
陣
に
加
わ
り
、

「自
然
環
境

I
』
で
「安
心

・
安
全

・
危
険
対
応
」
並
び
に
「
登
山

と
自
然
観
察
の
実
践
」
を
担
当
参
加
協
力
す
る
と
と

に
な
っ
た
。

「
平
成
辺
年
度
赤
城
山
環
境
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

・
s
t
e
p
－
」
は
日
月
幻
目
、
国
立
赤

城
青
少
年
交
涜
の
家
を
会
場
と
し
て
1
泊
2
日
で
開

催
。
初
日
は
座
学
に
よ
る
自
然
環
境
に
つ
い
て
の
講

義
、
午
後
は
覚
満
淵
周
辺
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
、
夜

は
「お
も
て
な
し
の
心
得
」
の
実
践
指
導
が
行
わ
れ
た
。

翌
日
午
前
中
は
「
赤
城
学
」
に
つ
い
て
座
学
、
午
後
は

バ
ス
で

R
3
0
3
周
辺
の
地
形
の
様
子
や
赤
城
に
・
樋

わ
る
名
所
を
探
勝
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
当

日
参
加
の
関
係
者
引
名
は
、
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
、
懸
命
に
知
識
を
吸
収
し
て
い
た
。
彼
等
の
熱

意
に
感
動
し
た
の
は
、
私

一
人
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
次
い
で
平
成
お
年
度
は
、
「

s
t
e
p－
」
と
合
わ

せ
て
、
「

s
t
e
p
E
」
も
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

「赤
城
山
大
洞
地
域
の
近
代
史
」
と
題
し
て
斉
藤
城

樹
氏
（
県
ス
キ
l
連
盟
教
育
部
長

・
赤
城
山
在
住
）

が
講
師
に
加
わ
っ
た
。

J
R
前
橋
駅
北
口
か
ら
赤
城
山
直
通
パ
ス
が
新
た

に
運
行
さ
れ
、
車
中
の
ガ
イ
ド
の
実
践
は
土
日
の

一

目
、
講
座
受
講
生
が
交
替
で
担
当
。
赤
城
山
の
P
R

に
務
め
て
い
る
。
パ
ス
の
乗
客
に
は
資
料
、
か
無
料
で

配
布
さ
れ
大
変
好
評
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は

『赤
城
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学
』
の
栗
原
久
氏
が
執
筆
さ
れ
た
。
平
成
お
年
度
、

「
s
t
e
p
－
」
幻
名
、
「

s
t
e
p
E」
犯
名
の
受
講

生
で
講
座
は
終
了
し
、
修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
た
。

平
成

μ
年
度
は
、
県
中
部
行
政
事
務
所
か
ら
前
橋

市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
に
移
行
し
た
。
講
座

は
既
に

「
s
t
e
p
－
」
は
終
了
し
、
げ
名
の
受
講

生
に
終
了
証
書
が
交
付
さ
れ
た
。
「

s
t
e
p
E
」
は

前
年
度
の
講
座
内
容
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
斉

藤
長
作
氏
（
日
本
山
岳
協
会
自
然
保
護
常
任
委
員
）

が
新
た
に
講
師
陣
に
加
わ
り
、
「
遭
難
に
対
す
る
心
構

え

・
装
備
や
緊
急
対
応
」
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
持

た
れ
た
。
参
加
者
は
幻
名
で
、
講
座
は
ゆ
月
の
フ
ィ
ー

ル
ド
研
修
の

一
日
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

平
成
お
年
度
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
「

s
t

e
p
田
」
を
計
画
巾
で
あ
る
。
内
容
は
冬
季
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
、
安
心
安
全
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
報
告
書
（
論
文
）
の
書
き
方
、
赤
城
山
の
「
語

り
べ
」
等
も
考
慮
中
で
、
行
く
往
く
は
「
赤
城
山
検

定
」
に
つ
な
げ
た
ら
知
何
か
と
関
係
者
で
協
議
を
重

ね
て
い
る
。

ψ 

平
成
M
年
8
月
4
1
5
日
の
行
事
（
1
泊
2
日）

に
参
加
。

3
年
前
か
ら
と
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
。

何
れ
も
深
田
久
弥
の

『
日
本
百
名
山
』
巡
り
で
あ
る
。

一
昨
年
は
山
寺
を
参
拝
し
た
の
ち
、
蔵
王

・
熊
野
岳

（1
8
4
1
m
）
へ
は
、
蔵
王
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
を
利

用
し
て
訪
れ
た
。
森
林
限
界
を
過
ぎ
る
と
高
山
植
物

の
宝
庫
で
あ
り
、
地
蔵
岳
、
熊
野
岳
、
御
釜
を
縦
走

し
沢
山
の
花
々
を
観
察
で
き
た
。

昨
年
は
木
曽
駒
ヶ
岳
（
2
9
5
6
m
）
。
と
れ
も

駒
ヶ
岳
ロ
！
プ
ウ
ェ
イ
を
利
用
し
一
気
に
千
畳
敷
へ

登
り
、
宝
剣
岳
肩
か
ら
木
曽
駒
ヶ
岳
を
往
復
し
た
。

ロ
l
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
見
た
虹
が
締
麗
で
印
象
に
残
っ

た
。
千
畳
敷
の
花
も
沢
山
観
察
で
き
た
が
、
下
山
は

雨
。
そ
し
て
雨
：
。
し
か
し
無
事
下
山
し
て
、
宿
舎

で
歓
談
に
花
を
咲
か
せ
た
。
翌
日
は
木
曽
路
ヘ
出
て

宿
場
を
見
学
し
帰
路
に
着
い
た
。

そ
し
て
今
年
は
乗
鞍
岳
（
3
0
2
6
m
）
。
乗
鞍

岳
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
畳
平
ヘ
。
既
に
森
林
限
界
の

ハ
イ
マ
ツ
帯
、
だ
。
途
中
ヤ
マ
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
、
ク
ル

マ
ユ
リ
、
ウ
サ
ギ
ギ
ク
、
コ
マ
ク
サ
等
も
道
端
で
締

麗
に
咲
い
て
い
る
。
登
山
者
に
は
池
や
花
、
山
稜
歩

き
は
何
よ
り
の
楽
し
み
。
天
気
は
快
晴
で
心
騒
ぐ
気

持
ち
を
抑
え
て
出
発
す
る
。
お
花
畑
の
傍
ら
、
鶴
ケ

池
は
富
士
見
や
摩
利
支
天
、
里
見
等
の
岳
々
を
湖
面

に
映
し
て
い
る
。
亀
ケ
池
、
不
消
ケ
池
、
五
ノ
池
、

権
現
池
は
雪
渓
を
抱
え
、
青
く
輝
く
池
の
数
々
。
コ

ロ
ナ
観
測
所
（
宇
宙
線
観
測
所
）
を
中
天
に
眺
め
肩
の

小
屋
に
急
ぐ
。
小
屋
下
の
大
雪
渓
で
は
ス
キ
ー
ヤ
ー

が
夏
ス
キ
ー
に
興
じ
て
い
る
。
羨
ま
し
い
限
り
だ
。

乙
こ
か
ら
は
観
察
す
る
植
物
は
な
く
、
ガ
レ
た
登
山

道
を
ひ
た
す
ら
登
る
だ
け
。
転
倒
す
る
こ
と
も
な
く

山
頂
に
立
て
ば
制
度
の
展
望
。
一

日
居
て
も
飽
き
な

い
だ
ろ
う
。
虫
も
鳴
か
ず
鳥
も
飛
ば
な
い
。
た
だ
雲

は
涜
れ
霧
が
巻
く
繰
り
返
し
。
い
く
ら
眺
め
て
い
て

も
、
飽
き
な
い
自
然
の
不
思
議
さ
。

周
辺
で
見
ら
れ
た
植
物
を
記
す
と
、
ハ
ク
サ
ン
イ

チ
ゲ
、
ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
、
チ
ン
グ
ル
マ
、
コ
マ
ク

サ
、
ク
ロ
ユ
リ
、
コ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
イ
ワ
ツ
メ
ク
サ
、

ミ
ツ
バ
オ
オ
レ
ン
、
ウ
サ
ギ
ギ
ク
、
イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、

チ
シ
マ
ギ
キ
ョ
ウ
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
シ
ナ
ノ
オ
ト
ギ

リ
ソ
ウ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、
ト
ウ
ヤ
ク
リ

ン
ド
ウ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ハ
イ
マ
ツ
な
ど
等
。
と

れ
だ
け
沢
山
の
花
が
あ
る
の
に
何
故
、
田
中
澄
江
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は
自
著
の

『
花
の
百
名
山
』
で
乗
鞍
岳
を
載
せ
な

か
っ
た
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
い
。
因
み
に
ハ
ク
サ

ン
イ
チ
ゲ
は
槍
ヶ
岳
、
コ
マ
ク
サ
は
燕
岳
、
チ
ン
令ク

ル
マ
は
黒
部
五
郎
岳
、
ト
ウ
ヤ
ク
リ
ン
ド
ウ
は
双
六

岳
。
何
所
で
も
見
ら
れ
る
植
物
だ
が
、
や
は
り
第

一
印

象
が
大
切
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
私
が
独
断
を
顧
み

ず
と
の
山
で
取
り
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
赤
い
花
と
可

愛
い
実
を
付
け
た
「
ハ
イ
マ
ツ
」
を
推
薦
す
る
の
だ

が
、
知
何
で
あ
ろ
う
か
。

今
回
見
ら
れ
た
動
物
は
、
不
消
ケ
池
上
部
の
雪
渓

で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
、
ハ
イ
マ
ツ
上
を
飛
期
す
る
イ
ワ

ツ
バ
メ
宇
佐
見
た
の
み
。
以
前
確
認
し
た
オ
コ
ジ

ョ
、

ホ
シ
ガ
ラ
ス
、
イ
ワ
ヒ
バ
リ
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
や
猛
禽

類
に
は
会
え
ず
じ
ま
い
で

残
念
だ
っ
た
。

一周
の
小
屋
近
く
で
ミ
ヤ

マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
、
ス
ジ

グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
ペ
ニ

ヒ
カ
ゲ
、
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ

ウ
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
、
そ

し
て
キ
ア
ゲ
ハ
。
ひ
っ
く

り
返
っ
て
仰
ぎ
見
た
空
の

青
さ
は
格
別
だ
っ
た
。

心
地
良
い
疲
れ
の
中
、

パ
ス
を
走
ら
せ
奥
飛
騨
湿

泉
郷
福
地
温
泉
の
粋
泉
荘
ヘ
到
着
。
部
び
た
温
泉
で

あ
る
。
露
天
風
呂
に
浸
か
り
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聴
き

な
が
ら
静
か
な

一
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
就

寝
前
の
ひ
と
時
、
地
域
の
伝
統
無
形
文
化
財
の
獅
子

が
蛇
老
捕
ま
え
る

「
へ
ん
べ
と
り
」
や
、

二
人

一
組

で
舞
う

「獅
子
舞
」
は
圧
巻
だ
っ
た
。
頭
に
孔
雀
や

軍
鶏
の
羽
根
を
飾
り
、
太
鼓
や
鐘
を
叩
き
な
が
ら
踊

る
「
鳥
の
舞
」
を
、
涼
風
の
中
楽
し
く
観
覧
で
き
た
。
伝

統
文
化
を
通
じ
て
、
地
元
の
方
々
と
交
流
で
き
た
と

と
は
思
い
出
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

翌
日
は
炎
天
下
、
高
山
市
内
を
見
物
。
高
山
別
院
、

高
山
祭
屋
台
会
館
、
桜
山
八
幡
宮
、
宮
川
の
朝
市
を

巡
り
、
伝
統
建
造
物
群
保
存
地
区
の
高
山
陣
屋
跡
、

其
処
で
の
朝
市
。
そ
し
て
飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館

を
見
学
。
出
来
れ
ば
時
聞
を
気
に
せ
ず
、
じ
っ
く
り

と
見
学
し
て
み
た
か
っ
た
；
。

帰
途
は
安
曇
野
の
大
王
わ
さ
び
固
に
立
ち
寄
る
。

こ
と
は
N
H
K
の
朝
ド
ラ

『お
ひ
さ
ま
』
の
舞
台
。

犀
川
分
涜
を
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
下
る
ひ
と
達
も
見
え
羨

b
さ
び

ま
し
い
限
り
。
山
葵
は
炎
天
下
、
葉
が
振
れ
痛
ま
し

か
っ
た
が
、
名
物
の

「わ
さ
び
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」

を
美
味
し
く
戴
き
、
満
ち
足
り
た
気
分
だ
っ
た
。

今
年
の
観
察
教
室
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
楽
し
さ
の

う
ち
に
終
了
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
ス
タ
ッ

フ
や
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

他
団
体
を
見
て
参
考
に
な
っ
た
も
の
が

一
つ
あ
り

ま
す
。
参
加
者
全
員
が
黄
色
い
ス
カ
ー
フ
を
着
帯
し

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
自
分
の
グ
ル
ー
プ
が

一
目
で
判
り
、
迷
子
対
策
に
も
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
も
う

一
つ
、
参
加
者
全
員
が
名
札
を
着
け

れ
ば
も
っ
と
親
近
感
が
沸
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

8
月
4
1
5
日
実
施

自
然
観
察
教
室

待
望
の
乗
鞍
岳里

見

哲
夫

心
待
ち
に
し
て
い
た
乗
鞍
岳
へ
の
観
察
会
は、

天

候
に
も
恵
ま
れ
て
予
定
通
り
8
月
4
1
5
日
に
実
施

さ
れ
た
。
集
合

・
出
発
と
全
員
の
協
力
よ
く
予
定
よ

り
早
め
の
出
発
と
な
っ
た
。
目
的
地
の
畳
平
、
乗
鞍

パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
は
9
時
刊
分
に
到
着
。
途
中
の

沢
渡
を
過
ぎ
た
付
近
か
ら
道
は
段
々
と
カ
l
ブ
を
増

す
、
周
囲
を
眺
め
て
い
る
我
々
に
と
っ
て
は
見
応
え

が
あ
っ
た
が
、
運
転
手
さ
ん
の
ご
苦
労
は
大
変
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
安
房
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
乗
鞍

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
。
い
つ
の
ま
に
か
整
備
さ
れ
た
こ
と

に
驚
き
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
畳
平
で
登
山
準

備
、
い
よ
い
よ
出
発
と
な
る
が
、
登
山
道
の
階
段
の

両
脇
に
は
沢
山
の
高
山
値
物
が
咲
い
て
い
た
。
頂
い
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た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
乗
鞍
岳
動
植
物
図
鑑
の
ぺ

l
ジ

を
聞
く
と
主
要
な
植
物
は
観
察
で
き
た
こ
と
と
思
っ

た
が
、
時
間
の
制
約
も
あ
っ
て
こ
れ
を
使
い
こ
な
す

の
に
は
い
さ
さ
か
時
間
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
を
感
じ

た
と
忠
う
。
と
こ
の
植
物
を
目
的
に
す
る
な
ら
ば
、

パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
下
に
広
が
る
お
花
畑
を
ゆ
っ
く
り

と
歩
く
と
と
が
よ
い
。
し
か
し
、
人
閣
の
欲
望
は
限
り

無
い
、
こ
と
ま
で
き
た
か
ら
に
は
折
角
だ
か
ら
花
を

み
な
が
ら
山
頂
を
究
め
た
い
と
の
希
望
が
．
般
的
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
持
労
を
重
ね
な
が
ら
、
環
境
の

異
な
る
筒
所
の
他
物
を
観
察
す
る
こ
と
も
苦
し
い
な

が
ら
楽
し
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
登
山
す
る
人
達
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
巾
々
色
々
な
こ
と
を

両
立
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
階

段
道
付
近

一
帯
に
み
ら
れ
た
植
物
を
い
く
つ
か
あ
げ

て
み
る
と
、
誰
の
白
に
も
入
っ
た
の
が
ハ
ク
サ
ン
イ

チ
ゲ
（
山
花
）
、
ワ
タ
ス
ゲ
、
モ
ミ
ジ
カ
ラ
マ
ツ
、
黄

花
と
し
て
ミ
ヤ
マ
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
キ

ン
パ
イ
、
ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
、
ウ
サ
ギ
ギ
ク
、
ミ

ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
、
ピ
ン
ク
色
の

も
の
に
ヨ
ツ
パ
シ
オ
ガ
マ
、
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
ハ

ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
、
ト
モ
エ
シ
オ
ガ
マ
、
オ
ニ
シ
オ
ガ

マ
や
ク
ロ
ユ
リ
、
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、
ミ
ネ
ハ
リ
イ
、
ミ

ヤ
マ
ホ
タ
ル
イ
、
キ
ン
チ
ャ
ク
ス
ゲ
、

コ
タ
ヌ
キ
ラ

ン
な
ど
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
の
仲
間
が
み
ら
れ
た
。
余
り

に
も
多
く
の
植
物
が
あ
り
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
集
団

に
遅
れ
ま
い
と
て
ん
て
乙
ま
い
の
思
い
を
し
た
。
や

や
登
る
と
布
に
不
消
ヶ
池
（
キ
エ
ズ
ケ
池
）
、
ζ

と
に

は
雪
が
残
っ
て
い
た
。
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
！
の
水
の
色

は
印
象
的
だ
っ
た
。
左
側
の
斜
面
に
は
コ
マ
ク
サ
、
そ

の
下
部
に
コ
ケ
モ
モ
、
コ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
キ
パ
ナ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
（
花
の
咲
き
残
り
）
、
今
日

一
絡
に
登
っ
た
人

は
恐
ら
く
初
め
て
自
に
し
た
植
物
だ
っ
た
と
思
う
ア

オ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
（
ツ
ツ
ジ
科
）
の
花
が
み
ら
れ
た
。

群
馬
の
山
で
見
た
と
と
の
あ
る
人
は
参
加
占
の
中
で

1
1
2
人
位
い
た
だ
ろ
う
か
、
大
変
珍
し
い
花
が
堪

能
で
き
た
。
コ
マ
ク
サ
も
所
々
で
み
ら
れ
た
が
、
あ

の
色
が
円
然
の
も
の
で
あ
る
。
イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
チ

シ
マ
ギ
キ
ョ
ウ
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
ま
た
、
ハ
イ
マ

ツ
群
落
に
も
接
し
た
が
、
今
年
度
の
花
（
雌
花
、
雄

花
）
と
そ
の
下
に
前
年
度
、
そ
の
下
に
前
々
年
度
の
マ

ツ
ボ
ツ
ク
リ
が
み
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
マ
ツ
ボ
ッ
ク

リ
は
2
年
型
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
種
ぷ
J

は
ホ
シ
ガ
ラ

ス
の
餌
に
な
る
。一
屑
の
小
屋
か
ら
朝
日
岳
、
剣
ケ
峰

（3
0
2
6
m
）
へ
の
道
は
き
び
し
い
。
植
物
も
少
な

い
。
登
る
の
が
精
一
杯
の
状
態
だ
っ
た
。
植
物
の
生
育

限
界
の
様
子
も
あ
っ
た
が
、
ほ
か
の
仲
間
に
遅
れ
ま
い

と
た
だ
ひ
た
す
ら
に
足
を
進
め
る
あ
り
様
だ
っ
た
。

と
れ
も
年
令
の
せ
い
か
と
あ
き
ら
め
た
。
途
中
、
気
に

か
か
っ
た
の
が
道
々
に
み
ら
れ
る
溶
岩
だ
っ
た
。
吉
田

さ
ん
に
乙
の
火
山
弾
の
表
面
は
パ
ン
の
皮
の
よ
う
で

す
ね
と
話
を
し
た
が
、
火
口
か
ら
噴
き
出
し
た
マ
グ

マ
が
闘
ま
っ
て
出
来
た
も
の
で
年
代
は
9
千
年
前
の

も
の
と
い
う
。
火
山
に
よ
っ
て
出
来
た
火
山
弾
の
表

面
の
模
様
に
も
触
れ
る
と
と
が
出
来
た
。
火
口
湖
も

見
学
が
出
来
る
な
ど
い
ろ
ん
な
事
が
学
科
で
き
た
。

つ
い
に
は
、
乗
鞍
岳
山
頂

（剣
ケ
峰

・
3
0
2
6
m
）

に
立
つ
と
と
が
出
来
た
。
前
万
に
槍
ヶ
岳
、
穂
高
連

峰
、
常
念
岳
、
上
高
地
な
ど

一
日
望
、
素
晴
ら
し
い
パ
ノ

ラ
マ
に
見
入
っ
た
。
く
だ
り
も
大
変
、
ひ
ざ
に
抵
抗

を
感
じ
つ
つ
肩
の
小
屋
に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
小
休

止
し
、
全
員
の
無
事
を
確
認
し
て
か
ら
畳
平
に
到
着

を
し
た
。
私
な
り
に
目
に
止
ま
っ
た
柄
物
と
し
て
、

石
恒
の
聞
に
生
え
て
い
た
コ
マ
ク
サ
、
ト
ガ
ク
シ
デ

ン
ダ
、
ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ
、
コ
メ
ス
ス
キ
、
イ
ト
キ
ン

ス
ゲ
な
ど
も
あ
っ
た
。
貸
手
か
ら
の
帰
途
の
事
窓
か

ら
は
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
オ
ニ
シ
モ
ツ
ケ
、
ヤ
マ
ブ

キ
シ
ョ
ウ
マ
な
ど
が
自
に
と
ま
る
。
－

箇
所
わが
い
花

を
つ
け
た
ク
ル
マ
ユ
リ
の
群
生
が
自
に
止
ま
っ
た
。

バ
ス
は
ほ
ど
な
く
宿
泊
地
の
福
地
温
泉
に
到
着
。

ひ
と
風
臼
浴
び
て
夕
食
時
の
ビ
ー
ル
の
味
は
格
別
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
夏
祭
り
に
参
釦
し
た
り
、
説
朝
の
朝
市

な
ど
と
と
で
も
良
い
思
い
出
を
沢
山
残
す
と
と
が
出

来
た
。
別
立
日
の
高
山
市
内
の
朝
市
、
市
内
見
学
等
、
充

nu 

－
 



実
し
た
研
修
の
航
に
感
謝
し
て
い
る
。
い
つ
、
も
な
が

ら
事
務
局
の
方
々
の
ご
配
慮
と
、
と
の
日
の
た
め
に
用

慈
し
て
く
だ
さ
っ
た

「高
山
楠
物
の
本
」
を
頂
い
た
丹

藤
長
作
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

ん
総

動期：
ー、

λ
干し
N
V

…

4
d
F
t
h
 

ヘヘ
J
6

・
乗
鞍
の
花
に
さ
そ
わ
れ
踏
破
す
る
ぷ

／
t
 

初
め
て
出
会
う
多
き
草
々

・
乗
鞍
の
を
る
道
々
火
山
邦

き
裂
の
模
様
パ
ン
皮
状

・
勇
上
に
お
ど
る
福
地
の
獅
子
の

舞
高
き
そ
の
わ
ざ
天
下
に
響
く

・
福
地
に
は
伝
統
誇
る
獅
子
舞
が

今
に
伝
え
て
見
事
な
舞
い
を

・
朝
市
の
通
り
の
端
に
シ
ナ
ノ
ガ
キ

見
つ
け
し
人
の
観
察
見
事

・
ね
の
聞
に
や
や
横
む
き
の
花
の
群
れ

濃
い
紫
は
イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
か

8
月
ロ
日
実
施

自
然
観
察
会
に
参
加
し
て

二一

波

川

原
田

栄
子

良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、

三
波
川
は
浅
く
、
水
は
冷

た
く
、
き
れ
い
で
し
た
。

指
導
員
の
方
に
、
水
生
生
物
の
採
集
の
仕
方
老
手

本
に
見
せ
て
も
ら
い
、
7
v
J

供
、
か
綱
を
片
手
に
、
石
を

ひ
っ
く
り
返
し
な
が
ら
夢
中
で
川
底
を
あ
さ
っ
て
い

ま
し
た
。
サ
ワ
ガ
ニ
、
ヘ
ピ
ト
ン
ボ
、
カ
ワ
ゲ
ラ
、

ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ピ
ゲ
ラ
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
、
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
、
サ
ナ
エ
ト
ン
ボ
、

コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
ヤ
ゴ
、
ガ
ガ
ン
ボ
、
カ
ジ
カ
、
シ
マ

ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
、
色
々
な
生
物
を
採
集
し
ま
し
た
。

き
れ
い
な
川
に
多
く
見
ら
れ
る
カ
ワ
ゲ
ラ
や
、
カ

ゲ
ロ
ウ
な
ど
、
馴
染
み
が
無
い
生
物
を
観
察
で
き
、

私
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
子
供
に
は
気
持
悪
い
と

不
評
で
し
た
。
で
も
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

少
し
早
め
の
お
昼
を
広
場
で
食
べ
、
そ
の
後
、
セ

ミ
の
抜
け
殻
集
め
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
い
た
る
所

に
セ
ミ
の
抜
け
殻
は
有
り
、
大
量
で
し
た
。
抜
け
椴

は、

一一
碍
類
有
り
、
そ
の
中
で
、
ア
プ
ラ
、
ゼ
ミ
と
ミ

ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の
進
い
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

触
党
で
て
j
三
番
目
の
長
い
の
が
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、

飼
い
の
が
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
と
旨
う
事
で
、
抜
け
殻
を

艮
く
見
ま
し
た
。
が
、
小
さ
く
て
見
え
に
く
い
か
っ

た
の
で
、
虫
め
が
ね
で
拡
大
で
き
れ
ば
、
峰
認
し
や

す
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
オ
ス
と
メ
ス
の
違
い
を
、
実
物
を
見
せ

な
が
ら
説
明
し
て
も
ら
い
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

「セ
ミ
と
ア
メ
ン
ボ
は
、
口
が
ス
ト
ロ
ー
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
仲
間
で
す
。」

と
・肖
わ
れ
、

以
外
だ
な
と
思
い
つ
つ
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し

た
。
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
と
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
を
採
っ
た
け

ど
、
鳴
か
な
か
っ
た
の
で
メ
ス
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

次
に
ト
ン
ボ
の
採
集
を
し
ま
し
た
。
オ
オ
シ
オ
カ

ラ
ト
ン
ボ
の
オ
ス

・
メ
ス
、
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
、
イ
ト

ト
ン
ボ
な
ど
採
れ
ま
し
た
が
、

．
番
多
く
採
れ
た
の

は
、
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
で
し
た
。
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
は
、

羽
の
先
端
の
手
前
が
茶
く
、
小
さ
め
で
、
全
体
的
に

黄
色
っ
ぽ
く
て
、
と
て
も
可
愛
い
ト
ン
ボ
で
し
た
。

子
供
は
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
、
ト
ン
ボ
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
採
っ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
は
採
れ
な
く
て
残
念
で
し
た
。

今
日

一
日
、
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
指
導
員
の
方
々
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
波
川
、
と
て
も
良

い
所
で
、
ま
た
遊
び
に
来
た
い
と
思
い
ま
す
。
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8
月
お
日
実
施

自
然
観
察
会
に
参
加
し
て

ブ
ナ
平
か
ら
長
原
混
原
黄
色
の
花

須

藤

直

子

八
月
中
旬
、
大
戸
手
古
丸
か
ら
倉
測
に
抜
け
る
途

中
車
窓
か
ら
見
え
る
キ
ク
科
の
花
、

吋あ
の
花
の
名

は
何
だ
ろ
う
？
」
と
車
を
停
め
、
カ
メ
ラ
に
収
め
、

帰
宅
し
て
か
ら
図
鏡
で
調
べ
る
と
キ
オ
ン
と
分
か
っ

た
。
今
年
の
夏
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
黄
色
い
花

が
気
に
な
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
に
オ
オ
ハ
ン

ゴ
ン
ソ
ウ
、
そ
れ
に
ヤ
エ
ザ
キ
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

が
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
違
い
は
何
だ
ろ
う
？
と
。

観
察
会
に
く
る
途
中
で
も
集
合
場
所
の
中
心
広
場
駐

事
場
の
下
前
に
あ
っ
た
黄
色
の
花
、
先
日
知
っ
た
キ

オ
ン
に
似
て
い
る
が
、
葉
っ
ぱ
が
、
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い

て
違
う
の
が
あ
る
。
仲
化
も
キ
オ
ン
よ
り
多
い
な
あ
興

味
津
々
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

今
円
の
観
察
会
で
、
そ
の
疑
問
は
す
べ
て
解
決
し

た
。
歩
き
始
め
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
そ
の
花
は
あ
っ

た
。
観
察
指
導
員
の
先
生
に
質
問
す
る
と
「
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
で
す
。
」
と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、

外
来
種
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
が
あ
る
こ
と
を
続
け

て
話
し
て
下
さ
っ
た
。
円
あ
あ
、
ヒ
メ
ヒ
マ
ワ
リ
の

花
に
似
て
、
ち
ょ
っ
と
花
び
ら
が
垂
れ
下
が
っ
て
い

る
あ
の
花
の
こ
と
だ
』
と
更
に
、

「ヤ
工
、
ザ
キ
オ
オ
ハ

ン
ゴ
ン
ソ
ウ
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね
？
」
と
聞

く
と
、
「
あ
れ
は
栽
培
極
で
、
人
・
家
に
植
え
で
あ
っ
た

り
、
逃
げ
出
し
た
も
の
が
人
家
近
く
に
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
」
と
。国
あ
あ
そ
う
だ
つ
た
の
か
。
先
日
お
盆
で

行
っ
た
お
墓
の
近
く
に
生
え
て
い
た
黄
色
の
花
は
、

ヤ
エ
ザ
キ
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
だ
っ
た
の
だ
な
。
そ

う
言
え
ば
葉
が
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
た
な
。七

ス
タ
ー

ト
か
ら
疑
問
は

一
気
に
解
決
し
て
、
ス
ッ
キ
リ
し
た

気
分
で
し
た
。

他
に
も

「ト
チ
の
木
の
子
供
で
す
か
？
」
に
は
、
ト

チ
バ
ニ
ン
ジ
ン
で
す
。」

や
、
図
鑑
で
し
か
見
た
乙
と

の
な
い
ミ
ズ
タ
マ
ソ
ウ
や
タ
ニ
タ
デ
、
ク
ル
マ
パ
ナ

や
イ
ヌ
ト
ウ
パ
ナ
。
玉
原
湿
原
で
は
ム
シ
ト
リ
ス
ミ

レ
や
ヒ
メ
シ
口
ネ
。
地
面
に
悦
べ
て
教
わ
っ
た
ウ
リ

ハ
ダ
カ
エ
デ

・
テ
ツ
カ
エ
デ

・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ

・
ハ
ウ

チ
ワ
カ
エ
デ

・
ベ
ニ
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
葉
の
違
い
。

ツ
リ
バ
ナ
や
サ
サ
ウ
オ
や
虫
こ
ぶ
の
名
前
の
付
け
方

な
ど
た
く
さ
ん
の
出
会
い
。

一
番
苦
労
し
て
名
前
を

調
べ
た
の
は
、
た
ぶ
ん
オ
ニ
ル
リ
ソ
ウ
と
い
う
花
。

指
導
員
の
方
々
、
楽
し
い
時
間
老
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
観
察
会
を
見
つ
け
て
申
し

込
ん
で
く
れ
た
娘
や
、
同
行
し
て
く
れ
た
夫
に
も
感

謝
で
す
の

つ
相Wi歳
時
記

（

mw）
 

／ー＼

吉銀
田杏
龍 、，，； I 
司 i

イ
チ
ョ
ウ

・
落

H
の
記
憶
の
奥
に
い
ち
ょ
う
降
る

．
黄
金
色
に
銀
杏
震
ね
て
街
昏
る
る

能
司

会
報

『群
馬
の
自
然
刷
春
号
L

に
「
タ
ヌ
キ
は
路

子
散
布
者
？
（
谷
畑
勝
男
）

」
が
載
っ
て
い
た
。
銀
沓

の
実
を
食
う
タ
ヌ
キ
の
観
察
で
あ
る
。
銀
木
口
の
臭
い

突
を
包
む
外
皮
は
「
恐
竜
の
食
物
だ
っ
た
」
と
何
か

の
本
で
読
ん
だ
記
憶
は
あ
っ
た
が
、
身
近
な
動
物
の

中
に
臭
い
外
皮
を
食
ら
う
獣
を
認
識
で
き
た
と
と
は

H

日
か
ら
鱗
が
落
ち
る
H

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

早
速
文
献
を
山
当
た
っ
て
貝
た
ら
ア
ラ
イ
グ
マ
は
平
気

で
食
す
が
、
サ
ル
、
ネ
ズ
ミ
、
タ
ヌ
キ
は
異
臭
の
た

め
忌
避
す
る
と
あ
っ
た
。
し
か
し
事
実
を
確
認
す
べ

く
野
生
動
物
の
行
動
調
査
を
し
て
い
る
春
山
明
子
さ

ん

（群
馬
野
生
動
物
事
務
所
）
に
伺
っ
た
と
と
ろ
、

「
タ
ヌ
キ
は
散
布
さ
れ
た
も
の
を
拾
い
食
い
し
、
ハ

ク
ピ
シ
ン
は
木
に
登
っ
て
食
べ
て
い
る
。
夫
々
の
糞

も
採
取
し
た
」
と
の
報
告
を
ね
た
。
外
周
か
ら
入
っ

て
き
た
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
人
間
の
忌

避
す
る
異
臭
は
別
段
感
知
し
な
い
動
物
な
の
で
あ
ろ

- 12ー



う
か
。
因
み
に
異
尖
の
主
成
分
は
酪
酸
と
ヘ
プ
タ
酸

で
あ
り
、
タ
ヌ
キ
も
異
臭
と
し
て
感
知
し
な
い
動
物

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
収
穫

だ
っ
た
。

イ
チ
ョ
ウ
は
身
近
な
植
物
だ
が
、
わ
が
国
に
は
向

生
し
な
い
。
自
生
地
は
中
国
安
徽
省
首
一城
市
付
近
と

い
わ
れ
、

日
世
紀
初
め
当
時
の
北
宗
王
朝
の
都
会
、
開

府
に
移
植
さ
れ
広
ま
っ
た
と
す
る
説
が
有
力
だ
と
い

う
。
仏
教
寺
院
に
盛
ん
に
楠
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

仏
教
伝
来
時
、
日
本
に
渡
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

年
代
は

一
般
的
に
は
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
て
と
さ
れ
る
が
、
諸
説
あ
り
定
か
で
は
な
い
。

イ
チ
ョ
ウ
は
落
葉
大
ぃ
柏
木
で
大
き
い
も
の
は
佑

m
、

高
得
5
m
に
も
達
す
る
。
葉
は
．扇
形
で
葉
脈
が
付
根

か
ら
先
端
ま
で
仲
び
て
い
る
。
広
葉
樹
や
針
葉
樹
に

も
属
さ
な
い
原
始
的
な
梢
物
で
、
裸
子
植
物
門
イ
チ
ョ

ウ
綱
の
中
で
唯

一
現
存
す
る
極
で
あ
る
。
雌
雄
異
株

で
実
は
雌
株
に
し
か
付
か
な
い
。
雌
雄
の
区
別
は
葉

の
形
や
樹
形
で
分
か
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
俗
説

で
あ
り
、
植
物
学
的
に
は
根
拠
は
な
い
よ
う
だ
。

イ
チ
ョ
ウ
の
楠
物
学
的
特
長
は
他
に
類
、
か
な
い
。

4
j
5
片
新
芽
が
伸
び
た
後
に
雌
花
、
雄
花
と
も
開

花
す
る
。
実
が
結
実
す
る
た
め
に
は
雄
株
の
花
粉
に

よ
る
受
粉
が
必
．
農
で
あ
る
。
花
粉
は

l
M
程
度
離
れ

た
雄
株
か
ら
で
も
飛
散
し
て
く
る
と
い
う
。

裸
子
植
物
で
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
受
粉
様
式
は
、
被

／
十
J

梢
物
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
の
雌
花
の
庇
珠

に
取
込
ま
れ
た
花
粉
は
、
佐
珠
の
上
部
に
あ
る
花
粉

室
と
呼
ば
れ
る
部
分
で
4
ヶ
月
程
度
そ
の
ま
ま
の
状

態
を
保
つ
が
、
肝
珠
は
甫
一径
2
m
程
度
に
成
長
す
る
。

成
長
し
た
町
駅
珠
内
の
花
粉
で
は
数
偶
の
精
子
が
作
ら

れ、

9
1
m
月
頃
放
出
さ
れ
た
精
子
が
花
粉
室
の
液

体
の
中
を
泳
、
ぎ
、
造
卵
器
に
入
り
受
精
が
完

f
し
種

子
の
成
熟
が
始
ま
る
。

揺
帽
子
植
物
で
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
に
精
子
が
あ
る
と
と

を
発
見
し
た
の
は
平
瀬
作
五
郎
（
東
京
大
学
）
で
、

1
8
9
6
年
の
と
と
で
あ
る
。
小
石
川
植
物
闘
に
は

発
見
の
も
と
と
な
っ
た
株
が
残
っ
て
い
て
同
園
の
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

分
類
学
で
は
柄
物
界
、
裸
子
植
物
門
、
イ
チ
ョ
ウ

綱
、
イ
チ
ョ
ウ
目
、
イ
チ
ョ
ウ
科
、
イ
チ
ョ
ウ
属
、

イ
チ
ョ
ウ
と
降
り
、
学
名
は
ギ
ン
キ
ョ
ウ
・ビ
ロ
パ

・

リ
ン
ネ
で
あ
る
。
ギ
ン
キ
ョ
ウ
は
「
銀
杏
」。

種
小
名
ビ

ロ
バ
は
ラ
テ
ン
語
の
造
語
で

「
2
つ
の
列
片
」
の
恵
。

葉
が
大
き
く
2
裂
す
る
の
で
名
付
け
ら
れ
た
。

イ
チ
ョ
ウ
に
関
す
る
最
初
の
植
物
学
的
記
述
は
、

ケ
ン
ペ
ル
の

『
似
国
奇
観
（

1

7
1
2
年
）

‘
で

G
i
n
k
g
o
（
銀
杏
）
、

I
t
s
－

1
0
（イ
チ
ョ
ウ
）

と
筆
記
し
た
つ
も
り
が
製
本
時
に
誤
植
さ
れ
た
。
リ

ン
ネ
は

1
7

7

1
年
に
と
の
ま
ま
引
用
し

G
i
n
k
g
o
を
属
名
と
し
現
存
に
雫
っ
て
い
る
。

和
名
の
由
来
は
、
葉
の
形
を
ア
ヒ
ル
の
脚
に
見
立

て
た
中
国
語
鴨
脚
（
イ
ア
チ
ャ
オ
）

一
の
転
化
で
あ

る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
日
本
で
は
イ
チ
ョ
ウ

の
実
の
と
と
を

H

ギ
ン
ナ
ン
H

と
呼
ぶ
の
は
「
銀
脊
」

の
漢
音
読
み
を
ぎ
ん

・
あ
ん
一
と
連
声
の
転
化
か
ら

あ
ん

r

で
、
漢
字
で
の
表
記
は
銀
杏
（
実
の
形
が
杏
に
似
て

殻
が
銀
白
で
あ
る
こ
と
が
巾
来
）
、
公
孫
樹

（楢
樹
し

た
後
、
孫
の
代
に
な
っ
て
実
が
食
べ
ら
れ
る
意
）
、

鴨
脚
樹
（
前
に
記
し
た
の
で
略
）
と
表
・記
さ
れ
る
の

は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ
チ
ョ
ウ
に
も
変
種
、
栽
培
品
種
が
あ
り
、
キ
レ

ハ
イ
チ
ョ
ウ
、
フ
イ
リ
イ
チ
ョ
ウ
、
シ
ダ
レ
イ
チ
ョ
ウ

等
あ
り
、
ど
く
稀
だ
が
葉
が
噺
帆
状
に
な
っ
た
も
の

や
、
葉
が
実
に
付
く
物
は
、

「ラ
ッ
パ
イ
チ
ョ
ウ
一
、

「
お
葉
付
き
イ
チ
ョ
ウ
」
等
と
呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
る
。
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大
木
に
な
る
と
気
根
と
呼
ば
れ
、
枝
か
ら
垂
下
が
っ

た
円
錐
形
の
突
起
が
坐
じ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
円

錐
状
突
起
は
「
乳
」
と
呼
ば
れ
婦
人
が
こ
れ
を
御
参

り
す
る
と
、
産
後
乳
の
出
が
よ
く
な
る
と
一一一一
口
う
土
岩

信
仰
も
あ
る
。

木
材
と
し
て
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
油
分
を
含
み
水
倒

け
が
良
く
均

一
、
加
工
性
に
優
れ
歪
み
が
出
に
く
い
特

質
か
ら
、
テ
ー
ブ
ル
や
家
具
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

宮
な
い
γ
た

特
に
イ
チ
ョ
ウ
材
の
焔
板
は
高
級
品
で
、
板
前
職
人

に
は
憧
れ
の

｝
品
、だ
そ
う
で
あ
る
。

イ
チ
ョ
ウ
は
都
道
府
県
の
木
と
し
て
東
京
都
、
大

阪
府
、
神
奈
川
県
が
指
定
。
市
の
木
と
し
て
は
げ
都

道
府
以
の
内
、
竹
山
市
が
指
定
。
群
馬
県
も
前
橋
市
と

太
町
市
は
街
路
樹
と
し
て
植
樹
し
て
、
市
の
木
に
指

定
し
て
い
る
。

黄
葉
時
の
美
し
さ
と
、
明
定
に
強
い
特
性
か
ら
全

同
で
幻
万
本
も
街
路
樹
と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
る
。

（
2
0
0
7年
・
国
土
交
通
省
調
査
）
特
に
八
ヱ
子

市
の
申
州
街
道
（
国
道
初
号
）
に
は
川
本
も
の
イ
チ
ョ

ウ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
と
、
明
治
神
宮
外
先
や
、

大
阪
御
世
筋
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
は
有
名
で
あ
る
。

芸
術
の
世
界
で
も
イ
チ
ョ
ウ
は
、
絵
嗣
や
彫
刻
、

彫
金
な
ど
で
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
る
と
と
が
出
来

る
。
文
学
で
も
小
説
で
は
海
音
寺
潮
五
郎
の
代
表
作

一一
本
の
銀
杏
』
や
、
辻
邦
雄

司銀
持
散
り
や
ま
ず
』

等
が
あ
り
、

短
詩
系
文
学
に
も
多
く
作
品
が
あ
る
。

金え
銀E色主
杏fの
散小
るさ
なき
り烏
夕の
日か
のた
丘ち
にし

て

与
謝
野
晶
子

私
の
好
き
な
短
歌
の
ひ
と
つ
で
、
季
節
感
と
い
い

感
性
ほ
と
ば
し
る
リ
ズ
ム
は
、
与
謝
野
晶

f
そ
の
も

の
。
良
く
思
い
出
す
作
品
で
あ
る
。

俳
句
で
は
銀
杏
は
黄
葉
す
る
と
秋
の
季
語
。
花
は

春
の
季
語
で
あ
る
。
季
節
感
を
表
現
し
易
い
の
か
、

多
く
の
秀
句
が
あ
る
。
久
保
田
万
太
郎
の
句
に

・
と
あ
る
ひ
の
銀
杏
も
み
ぢ
の
遠
眺
め

．
銀
杏
散
る
遠
く
に
風
の
持
す
れ
ば

・
千
年
の
銀
杏
し
ず
か
に
花
降
ら
せ

．
銀
杏
散
る
児
が
駆
け
れ
ば
妹
も

富

安

風

生

あ
ら
き
み
ほ

安

住

敦

イ
チ
ョ
ウ
の
薬
理
効
果
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B
、

c、
B

カ
ロ
チ
ン
等
が
豊
富
で
あ
る
が
、
銀
杏
に
は
神
経
に

働
く
ビ
タ
ミ
ン
郎
の
作
肘
を
妨
げ
る
物
質
が
含
ま
れ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
イ
チ
ョ
ウ
葉
エ
キ
ス
が
認
知

症
の
改
善
等
の
医
薬
品
と
し
て
認
証
さ
れ
て
い
て
、

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
に

H
本
か
ら
葉
が
輸
出
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
イ
チ
ョ
ウ
は
円
本
で
は
医
薬
品
と
し

て
認
可
さ
れ
て
お
ら
ず
、
食
品
で
あ
る
た
め
効
能
を

謂
う
と
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

怖
い
の
は
銀
杏
食
中
毒
で
、
多
食
す
る
と
控
嶋
中
を

伴
い
意
識
を
失
う
死
亡
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特

に
小
兜
に
起
こ
り
ゃ
す
い
の
で
、

5
歳
未
満
兜
に
は

与
え
て
は
な
ら
な
い
。
大
人
に
も
起
こ
り
得
る
の
で

多
食
は
禁
物
で
あ
る
。

イ
チ
ョ
ウ
の
方
言
は

ヘ日
本
植
物
方
言
集
戚

（
2

0
0
i）
』
を
紐
解
い
て
も
2
し
か
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。
メ
ジ
ャ
ー
な
植
物
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

・
ち
ち
の
き
、
神
奈
川
（
相
模
）

・
は
べ
る
ば
l
、
沖
縄
（
首
里
）

・
花
＝
一
白
菜
し
と
や
か
、
鋲
魂
、
長
寿

・
誕
生
花
叩
月
初
日
日
月
れ
日

． 『、、
同・． 、』．

'¥. J 
,..--"¥ 

'l r ／ペ
v－－「＼ ( 
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図 1

植第
物内
私え
記
＠ 

佐鳥

英雄

ギ
ン
レ
イ
カ

日
年
の
、
冬
の
初
め
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
桐
生

白
然
観
祭
の
森
の
レ
ン
ジ
ャ
l

（
私
は
こ
の
亘
葉
が

好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
の
一
人
、

山
岸
（
正
子
〉

さ
ん
か
ら
電
話
が
入
り
ま
し
た
。

’b〈
ι
4
c
b

「
先
生
さ
、
茂
倉
沢
で
枯
れ
草
が
あ
っ
た
ん
だ
け

ど
：
分
か
る
？
」

私
は
「
先
生
」
業
は
印
歳
で
終
了
し
た
の
で
、
と

の
言
葉
も
好
き
で
は
な
い
の
で
す
が
、
い
ち
い
ち
断

る
の
も
な
ん
な
の
で
、
放
っ
て
お
く
の
で
す
e

「
あ
の
さ
、
突
が
小
さ
な
球
で
、
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん

付
い
て
い
る
ん
で
す
』

「
マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ
か
な

「
追
う
っ
て
。
高
さ
は
そ
れ
く
ら
い
だ
け
ど
」

録
占
甘
か
ら
起
こ
し
て
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
こ
ん

な
感
じ
の
や
り
と
り
で
し
た
。
す
ぐ
飛
ん
で
行
っ
て

も
い
い
の
で
す
が
、
ま
あ
ま
あ
：
・と
い
う
こ
と
で
、

「観
察
の
森
（
以
下
、

M
と
略
記
）
に
持
っ
て
つ

と
い
て
く
れ
る
？
近
く
、
行
っ
て
見
る
か
ら
」

「
分
か
っ
た
」

「
ハ
ゼ
ラ
ン
か
な
」

「遣
う
と
思
う
よ
。
山
の
巾
だ
か
ら
」

山
岸
さ
ん
宅
へ
は
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
。
。

が
咲
い
て
る
よ
・
：
と
か
、

0
0が
分
か
ん
な
い
よ
：
・
と

か
。
山
岸
宅
の
方
が
M
よ
り
ち
ょ
っ
ぴ
り
速
い
だ
け

で
し
た
が
、
と
に
か
く
、
そ
ん
な
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
一
週
間
後
位
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は

M
で
そ
の
枯
れ
草
と
対
面
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
で
す
よ
」
と
所
長
の
寺
内
（
優
美
子
）
さ

ん
。
「
う
む
：
・
」
分
か
ん
な
い
の
で
し
た
。
オ
カ
ト

ラ
ノ
オ
な
ん
か
が
、
こ
ん
な
実
で
は
な
か
っ
た
か
：

と
思
う
の
で
す
が
、
実
の
付
き
方
が
全
然
違
う
の
で

し
た
。
枯
れ
草
は
お
j
m切
m
。
小
枝
を
多
く
広
げ
、

総
状
に
実
が
付
い
て
い
ま
す
。
径
5
m
位
。
全
休
明

る
い
茶
褐
色
、
ク
リ
の
枯
れ
葉
く
ら
い
。
実
は
種
子

を
こ
ぼ
す
た
め
に
先
が
5
裂
。
時
に
6
裂
、
ま
れ
に
7

裂
。
実
の
柄
は
長
く
1
1
2
m
。
演
す
と
、
中
に
稀
に

2
m
ほ
ど
の
敏
だ
ら
け
の
種
子
み
た
い
な
も
の
。
と

に
か
く
l
本
を
踊
か
つ
て
、
後
の
考
究
に
ま
っ
か
、

香
j
夏
を
待
つ
か
す
る
よ
り
な
さ
そ
う
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
こ
の
件
に
関
し
て
、
逐
一
メ
モ

を
取
っ
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
憶
は
暖
昧

で
、
事
の
前
後
な
ど
す
ぐ
入
れ
換
わ
っ
た
り
し
ま
す

の
で
、
そ
の
辺
は
大
ま
か
に
お
読
み
く
だ
さ
い
。

と
り
あ
え
ず
私
は
図
鑑
を
頼
り
に
し
ま
し
た
の
昔

よ
く
や
っ
た

一
頁
か
ら
見
て
ゆ
く
や
り
か
た
な
ど
。

こ
れ
は
結
果
論
な
の
で
す
が
、
私
が
と
の
時
、
保
育

社
の
図
鑑
で
そ
れ
を
や
っ
て
い
た
ら
、
ギ
ン
レ
イ
カ

に
も
っ
と
平
く
辿
り
清
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
私

は
〈
牧
野
〉
と

〈平
凡
社
〉
く
ら
い
で
そ
れ
を
や
っ

て
い
た
の
で
し
た
。
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
〈
平

凡
社
〉
は
花
の
写
真
l
枚
、
だ
け
。
〈
牧
野
〉
は
実
と

花
と
で
近
い
の
で
し
た
が
、
青
い
実
と
枯
れ
た
実
と

は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。

自
力
で
解
け
な
け
れ
ば
人
は
他
人
を
頼
り
ま
す
。

治
水
（
シ
ズ
ヨ
〉
さ
ん
や
、
下
城
（
セ
イ
ヂ
）
さ
ん

に
聞
き
ま
し
た
。
清
水
さ
ん
が
、
束
京
か
ど
こ
か
の

純
子
の
専
門
家
に
送
っ
て
み
る
と
い
う
と
と
で
、
小

枝
を
分
け
ま
し
た
。
私
の
植
物
教
宅
に
も
持
参
し
た

よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
清
水
さ
ん
の
方
は
や
が
て
返

事
が
あ
っ
た
由
。

「
分
か
り
ま
せ
ん
。
」

草
l
本
を
見
て
い
て
も
分
か
ら
な
い
の
に
、
そ
の
小

枝
で
は
、
申
し
訳
な
か
っ
た
と
も
思
い
ま
し
た
。

明
け
て
ロ
年
の
冬
、
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、
や
っ

と
来
そ
う
な
春
が
、
つ
ま
ず
い
て
、

2
月
初
日
が

「今

冬
一
番
の
積
雪
」
（
桐
生
タ
イ
ム
）

と
い
う
こ
と
に
な

り
、
前
橋
げ
仰
、
桐
生
市
店
側
。
早
咲
き
の
ハ
ク
モ

ク
レ
ン
も
3
月
半
ば
に
や
っ
と
開
く
ほ
ど
で
し
た
。

か
く
て
容
と
初
夏
が

一
緒
に
な
り
、
そ
の
辺
り
何
や
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ら
慌
し
く
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

5
月
l
目
。
山
岸
さ
ん
か
ら
．
電
話
が
入
り
ま
し
た
。

聞
け
ば
、
近
く
に
色
々
の
サ
ギ
ゴ
ケ
が
咲
い
て
い
る

由
。
臼
花
も
あ
る
と
の
こ
と
。
白
を
サ
ギ
ゴ
ケ
、
紫

を
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ
ケ
。
自
は
人
の
家
の
庭
で
し
か

見
て
い
な
い
の
で
、
す
ぐ
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
朝
日
沢
沿
い
の
山
道
に
咲
い
て
い
ま
す
」
と
い

う
事
で
、
車
で
少
し
沢
を
辿
り
少
し
歩
く
と
、
そ
こ

で
。
道
の
中
央
に
ち
ょ
う
ど
車
輸
に
潰
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
口

・
紫

・
薄
紫

・
ピ
ン
ク

・
濃
い
ピ
ン
ク
の

サ
ギ
ゴ
ケ
た
ち
。

「
ゃ
あ
、
良
い
も
の
を
見
せ
て
下

さ
っ
た
と
私
大
喜
び
。
よ
く
見
る
と
、
下
唇
の
中

央
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
条
も
色
々
の
色
。
一

度
に
5

色
も
の
花
を
見
る
こ
と
で
し
た
。
山
岸
さ
ん
が
シ
カ

の
角
を
拾
っ
た
の
も
乙
の
辺
り
と
か
c

沢
に
降
り
て

ク
ワ
ガ
タ
ソ
ウ
・
ヒ
イ
ラ
ギ
ソ
ウ

・
ト
ウ
ゴ
ク
サ
バ

ノ
オ
な
ど
の
花
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
と
、
シ
カ
の

角
の
か
け
ら
な
ど
拾
っ
た
り
。

「
茂
倉
沢
の
ね
、
あ
の
唱
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
見
ま

せ
ん
か
」

ど
ち
ら
が
一互
い
出
し
た
か
：
・
。
車
で
印
刷
位
。
沢

沿
い
に
少
し
進
む
と
、
例
の
草
の
あ
っ
た
所
だ
そ
う

で
、
そ
こ
に
そ
の
草
が
枯
れ
て
立
っ
て
い
ま
し
た
。

2
1
3
本
。
私
は
し
っ
か
り
し
た
の
を
l
本
引
き
抜

き
ま
し
た

G

「
米
山
さ
ん
な
ん
か
と
歩
い
た
ん
で
す
よ
」

私
は
勝
手
に
、
米
山
（
由
美
子
）
さ
ん
と
聞
き
取
っ

た
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
円
一那
さ
ん
の
方
だ
と

後
で
分
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
枯
れ
草
は
あ
っ
て
も

お
い
そ
れ
と
見
え
る
茎
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
c

も
う

少
し
後
で
来
る
よ
り
な
さ
そ
ラフ
で
し
た
。

日
が
進
ん
で
7
片
お
日
朝
の
と
と
。
私
の
例
の
朝

の
散
歩
（
よ
く

一一面
え
ば
自
然
観
察
）

。
車
を
走
ら
せ
な

が
ら
行
き
先
を
決
め
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
れ
す

る
か
左
す
る
か
。
気
に
な
っ
て
い
る
茂
倉
沢
へ
行
く

こ
と
に
。
家
か
ら
7
M
ほ
ど
。
長
い
杖
を
持
っ
て
進
み

ま
す
。
初
近
く
で
コ
ケ
や
す
く
な
っ
て
い
る
た
め
。

杖
の
意
味
は
他
に
も
あ
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ

・
シ
カ

・

サ
ル
と
対
抗
す
る
た
め
。
近
く
の
木
の
枝
な
ど
を
採

る
た
め
。
不
審
者
と
対
抗
す
る
た
め
な
ど
。
私
の
方

が
不
審
者
で
も
あ
り
ま
す
が
。

余
談
で
す
が
話
を
2
つ
。

①
沢
の
入
口
の
山
に
シ
ラ
ユ
キ
ゲ
シ
の

一
群
。

山
岸
さ
ん
た
ち
が
心
配
し
て
、
山
の
持
ち
主
を
探
し

出
し
、
心
配
の
旨
を
伝
え
る
と
、
持
ち
主
日
く
、

「俺

の
山
に
俺
の
好
き
な
花
を
植
え
て
ど
と
が
出
い
・
；
ー

と
か
。
自
然
保
護
は
私
も
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
す

ぐ
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
附
宮
に
突
き
ψ
l
た
り
ま
す
。

②

小
さ
な
崖
崩
れ
。
で
も
下
に
い
た
ら
、

3
1

4
人
は
消
え
て
い
た
で
し
ょ
う
。

閑
話
休
題
。
そ
れ
を
越
え
て

m
mば
か
り
。
草
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
活
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
し
き
れ
草
を

求
め
る
の
で
す
が
出
て
き
ま
せ
ん

m
mほ
ど
を
行
っ

た
り
米
た
り
。
小

一
時
間
ほ
ど
探
し
た
の
で
し
た
。

チ
ダ
ケ
サ
シ
の
花
、
セ
キ
ヤ
ノ
ア
キ
チ
ョ
ウ
ジ
、
キ

ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
。
自
に
入
る
の
は
ミ
ゾ
ホ
オ
ズ
キ
の

可
憐
な
花
ば
か
り
。
諦
め
て
、
降
り
て
ゆ
き
ま
し
た
。

す
る
と
・
：
、
出
崩
れ
の
手
前
。
私
の
疲
れ
た
右
自
に
、

あ
の
草
が
飛
び
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
「
あ
っ
た
！
し
緑

の
草
は
も
う
み
ん
な
実
と
な
っ
て
、
枝
先
に
わ
ず
か

に
花
。
花
弁
は
専
に
叫
る
よ
う
に
し
て
聞
か
な
い
c

オ
シ
ベ

5
、
柱
頭
1
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
一
号
の
先

は
鋭
く
5
裂
。
シ
ソ
科
、
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
は
む
り

で
し
ょ
う
。
青
い
実
は
球
の
先
に
短
い
持
を
み
ん
な

立
て
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
枯
れ
た
実
の
先
端
5
裂
と

遣
い
ま
す
が
、
ま
ち
が
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
東
は
長

楕
円
形
。
裏
に
紫
色
の
点
が
び
っ
し
り
。
そ
れ
で
も

私
は
ま
だ
分
か
ら
ず
、
花
の
2
つ
ば
か
り
付
い
た
小

枝
を
貰
っ
て
車
に
戻
り
ま
し
た
。
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くk
交
響
学
が
終
っ
て
室
内
学
。
合
弁
花
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て

〈牧
野
図
鑑
〉
で
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
を
拾

う
と
、
す
ぐ
出
て
来
ま
し
た
。

ギ
ン
レ
イ
力
、
別
名
ミ
ヤ
マ
タ
ゴ
ボ
ウ
。
〈
群
馬
県

純
物
誌
〉
〈
と
ち
ぎ
の
植
物
I
〉
〈
桐
生
市
植
物
誌
〉

み
ん
な
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
中
ま
れ
・
：
と
い

う
乙
と
な
の
で
、
〈
桐
生
市
梢
物
誌
〉
の
記
載
は
須
藤

（
志
成
幸
）
さ
ん
の
功
績
で
し
ょ
う
。

私
は
さ
っ
そ
く
山
岸
さ
ん
、
治
水
さ
ん
に
電
話
。

2
人
と
も
留
守
で
、
結
局
伝
え
ら
れ
た
の
は
夕
刻
の

こ
と
。
伝
え
る
と
き
、
私
が
ギ
ン
レ
イ
ソ
ウ
と
間
違

え
た
の
で
2
人
を
ち
ょ
っ
と
ま
ご
ま
ご
さ
せ
た
よ
う

で
し
た
。

名
前
の
と
と
で
す
が
、
〈
牧
野
〉
は
言
い
ま
す
。

「銀
鈴
花
ま
た
は
深
山
田
牛
芳
で
、
と
も
に
と
の

摘
物
を
よ
ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
名
と
は
思
え
な
い
」

〈
山
渓

・
日
本
の
野
草
〉
は、

「銀
鈴
花
の
名
は
花
を
銀
の
鈴
に
見
立
て
た
も
の
」

ま
た
、
タ
ゴ
ボ
ウ
（
ア
カ
バ
ナ
科
）
、
ス
カ
シ
タ
ゴ

ボ
ウ
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）
、
ミ
ヤ
マ
タ
ゴ
ボ
ウ
（
サ
ク
ラ

ソ
ウ
科
）
と
並
べ
て
も
午
努
と
名
づ
け
る
理
巾
が
あ

り
ま
せ
ん
。
牛
努
は
中
国
名
だ
そ
う
で
、
芳
は
平
ら

に
葉
を
広
げ
る
草
。
ヰ
の
額
の
よ
う
な
葉
を
広
げ
る

の
で
そ
う
名
付
け
た
の
で
し
ょ
う
。
な
お
、
私
の
育
っ

た
田
舎

（昔
、
群
馬
郡
国
府
村
冷
水

・
の
ち
、
群
馬

町
冷
水

・
い
ま
高
崎
市
冷
水
町
）
で
は
タ
ゴ
ボ
ウ
は

田
が
な
い
の
で
、
な
か
っ
た
草
。
中
部
用
水
で
田
が

生
ま
れ
て
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

「チ
ユ

ウ
ブ
ヨ
ウ
ス
イ
グ
サ
っ
て
言
う
ん
だ
」
と
は
、
半
農

半
サ
ラ
だ

っ
た
す
ぐ
上
の
凡
の
と
と
ば
。
も
う
こ
の

世
に
い
な
い
の
で
、
私
に
と
っ
て
は
兄
の
遺
言
の
l

つ
で
す
。

な
お
、
ギ
ン
レ
イ
カ
の
枯
れ
草
を
引
っ
ぱ
る
と
、

す
っ
と
抜
け
て
き
ま
す
。
桜
に
生
き
て
る
部
分
は
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
．
年
草
と
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、

凶
鑑
は
す
べ
て
多
年
草
と
し
ま
す
。
山
岸
さ
ん
も

一

年
草
に
見
え
る
と
言
い
ま
す
。
凶
鑑
が
み
ん
な
言
う

以
上
、
多
年
草
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
と
は
思
う
も
の

の
、
僅
か
に
疑
問
は
残
る
の
で
、
私
の
心
の
中
で
は

一
件
落
着
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

追
記

私
の
電
話
で
、

山
岸
さ
ん
、
前
水
さ
ん
が
見
に
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
清
水
さ
ん
の
電
話
。

「
l
本
し
か
な
か
っ
た
で
す
よ
。
そ
れ
も
小
さ
い

の
が
」「

お
か
し
い
な
。
3
本
あ
っ
た
ん
だ
よ
」

8
月
2
日
、
い
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
ま
た
行
っ
て

み
ま
し
た
。
3
木
あ
り
ま
し
た
。
一
番
大
き
い
の
が
折

れ
て
い
ま
し
た
が
、
命
は
保
っ
て
い
る
の
で
し
た
。

辺
り
を
探
し
て
い
る
う
ち
に
、
小
さ
い
の
と
大
き
い

の
と
l
本
ず
つ
見
つ
け
た
の
で
、
都
合
5
本
と
な
り

ま
し
た
。
少
し
離
れ
た
別
の
符
を
辿
っ
た
り
、

1
時

間
余
り
ね
ば
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
数
を
珊
や
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
再
調
査
に
行
く
前
に
、
前
に
採
っ
て
き
た

小
枝
に
付
い
た
尖
を
潰
し
て
み
ま
し
た
ら
、
l
m
ほ

ど
の
、
ま
だ
緑
の
経
ず
が
沢
山
入
っ
て
い
ま
し
た
。

種
子
は
翼
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
実
は
秋
円
あ
た
り

に
熟
す
と
忠
わ
れ
ま
す
の
で
、
採
り
に
行
く
つ
も
り

で
す
。
山
岸
さ
ん
は
、

－播
い
て
も
出
て
こ
な
い
」

と
－ぎ
っ
て
い
る
の
で
す
け
ど
・
：
。

r< I~ " >Iii . ~！ .JL ( 4.－：：－：：＝：ヶ
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一

群

物雲
三”五口 地

U I質

再
飯訪
島

静
男

今
年
の

吋
か
ら
っ
風
h

誌
（
地
川
研
前
橋
支
部
）

に
、
野
村
哲
先
生
が
物
語
山
頂
の
石
は
溶
岩
と
見
ま

が
う
溶
結
凝
灰
岩
で
あ
る
旨
書
い
て
お
ら
れ
る
。
ぼ

く
は
ギ
ヨ
ツ
と
し
た
。
本
誌
山
号
に
そ
う
で
は
な
く

て
、
安
山
岩
溶
岩
だ
と
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
大
方

の
読
者
は
忘
れ
て
い
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
・：
。

8
月
の
物
諸
山
は
会
う
人
も
な
く
、
林
道
は
草
に

埋
も
れ
て
い
た
。
蔓
、
か
絡
ま
り
塞
が
っ
て
い
る
所
の

枝
を
打
っ
て
い
て
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
。
引
き
返
さ
ず

登
っ
て
き
た
が
、
顔
が
腫
れ
た
。

山
頂
か
ら
小
石
を
拝
借
し
て
き
で
、
薄
片
を
作
っ

た
。
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
水
面
に
散
ら
し
た
掃
除
機

の
チ
リ
の
よ
う
で
あ
る
。
安
山
山
朽
の
組
織
l
細
か
い

結
品
が
集
ま
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
す
る
ー
が
な
い
。
よ
く

よ
く
観
察
す
る
と
、
細
い
横
筋
が
い
く
つ
か
あ
る
。

垂
直
断
面
を
切
っ
た
の
で
、
水
平
な
禁
状
構
造
を
真

横
か
ら
見
て
い
る
。
し
て
み
る
と

一
種
の
溶
結
凝
灰

お
な
の
だ
ろ
う
の
残
っ
た
石
の
切
断
面
の
方
が
、
横

筋
が
よ
く
わ
か
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
ぼ
く
の
方
が
間
違
っ
て
い
ま

し
た
。
訂
正
し
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
見
慣
れ
な
い

岩
石
で
あ
る
。
浅
間
山
の
鬼
押
し
出
し
溶
ね
は
、
最

近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
火
口
周
辺
に
降
り
積
も
っ
た

火
山
灰
、
火
山
砂
な
ど
が
熱
の
た
め
融
説
付
し
て
、
斜

面
を
流
れ
た

（落
．
卜
し
た
？
）
も
の
、
と
の
と
と
。

物
語
山
の
．6
に
つ
い
て
も
、
似
た
よ
う
な
成
凶
が
考

え
ら
れ
る
か
？

「
相
変
わ
ら
ず
、
そ
そ
っ
か
し
い
ね
。」

と
笑
わ
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

／少

残

チ2
ゴ白
y、然

ヤ 2
7 で

tt: ..1..l... ............ 

畑’ソ 158

藤
男

チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ
の
繁
殖
地
は
山
形
県
以
北
の
北
日

本
や
長
野
県
の

一
部
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
札

幌
な
ど
で
は
街
中
で
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

鳥
は
カ
ラ
ス
類
の
肯
巣
を
利
用
す
る
た
め
、
街
中
の

公
園
や
神
社
の
森
で
繁
殖
す
る
こ
と
が
多
い

（

2
0
1
2
柴
田
）

チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ
を
初
め
て
観
察
し
た
の
は
十
年
前

の
8
月
中
旬
。
山
形
県
の
鶴
岡
市
役
所
層
上
の
ア
ン

テ
ナ
と
上
山
市
月
間
公
園
付
近
の

N
T
T鉄
は
切
で
あ

る
。
後
者
は
鉄
塔
に
巣
（
カ
ラ
ス
の
占
巣
）
が
あ
り
、

巣
立
ち
直
後
の
幼
鳥
2
羽
を
含
む
4
羽
の
チ
ゴ
ハ
ヤ

ブ
サ
が
、
鉄
塔
付
近
や
公
園
上
山
引
を
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン

ボ
ウ
に
似
た

「キ
ィ

l
キ
ィ

1
」
と
い
う
戸
を
発
し

飛
び
回
っ
て
い
た
。

チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ
は
生
息
地
で
あ
る
北
海
道
や
東
北

地
方
北
部
で
は
街
中
の
公
悩
や
神
社
で
も
普
通
に
見

ら
れ
る
。
近
年
、
繁
殖
渡
来
地
が
南
下
し
て
い
る
よ

う
で
、
長
野
県
の
神
社
で
も
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
群
馬
県
内
に
も
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

・
ハ
ヤ
ブ
サ

な
ど
ハ
ヤ
ブ
サ
科
の
猛
禽
類
が
都
市
に
進
出
し
て
い

る
。
い
ず
れ
は
チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ
の
波
米
繁
勉
も
期
待

さ
れ
る
。

6
月
3
日
夕
方
、
高
崎
市
並
榎
町
に
伶
む
畠
山
さ

ん
よ
り

「自
宅
前
の
ア
ン
テ
ナ
に
ハ
ヤ
ブ
サ
が
飛
来

し
、
付
近
の
鉄
塔
で
交
尾
も
観
察
し
た
。
キ
ィ
l
キ
ィ
l

鳴
い
て
付
近
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。
確
認
し
て
ほ
し

い
。」

と
い
う
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
ハ
ヤ
ブ
サ
の

繁
殖
開
始
時
期
に
し
て
は
遅
す
ぎ
る
。
も
し
か
す
る

と
い
う
希
望
を
も
っ
て
、
翌
朝
教
え
て
い
た
だ
い
た

場
所
に
行
っ
て
み
た
。
住
宅
．
．
 

階
の
原
根
上
に
あ
る

無
線
用
ア
ン
テ
ナ
に
と
ま
っ
て
い
た
の
は
、
チ
ゴ
ハ
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ヤ
プ
サ
の
雌
。

m
mほ
ど
離
れ
た
高
一片
線
の
鉄
塔
上

部
に
は
、
カ
ラ
ス
の
巣
が
あ
っ
た
。
チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ

は
こ
の
巣
の
あ
る
鉄
塔
と
見
張
り
ゃ
餌
の
受
け
渡
し

に
利
用
で
き
る
ア
ン
テ
ナ
が
気
に
入
っ
た
よ
う
だ
。

ま
も
な
く
雄
が
戻
り
、
ア
ン
テ
ナ
に

2
羽
並
ん
で
止

高崎市並榎町！こおけるチゴハヤブサの観察記録
(?012. 5. 31～6. ？？毘山範子）

・内，
B 

(9 00) 17 00＆で2羽S長崎tとまる．

観察局日（天気〉

5同3旧 ｛曇り） ｜キイ

6月 1B 'lli!ltl) I 1(}00～13.00まで鉄舵とまる。純 C力フスの古制ある．

内

鳴いて刀フス2羽をlfl~. 鉄i苦Cとまる偽

察協

キJ

鉄i否の上で交尾を2回程認する． 交~~量、羽づくろいを7J"る。2臼 t隠れ）

覧車緩）＇ツテナ上 （12:?0） 、 n~谷上 （15:30） 、 自決iきょ （18:10）で変尾3＠を確認守る。3目（去り）

( .3:30) (4 00) 7羽織線アンァI巴とまる。g弱よりキイーキィ－If;く。4臼（Illれ）

持者線？ンテfよで交尾を2同 （14.00、 14・10）確認する。

(14.25> 1v;::1c1:与えず拐をcbしり足まで鐙11ツパメを同bえアン7ブ上n~~コ帰る。

愈べた。食べ終わると臓をアツテJ-12約3分2"11る．斉聴綴？ンテナ上で交尾（15：・CC）ずる。

(9.30) (8:00）欽1き上巳2羽とまる．紙lきk'Rる刀ラスの古鰻j;"'l羽入る。58 （去り）

ま
る
。
雌
は
雄
よ
り
大
き
く
、
胸
の
縦
艇
が
太
い
。f

卜

腹
部
の
朱
色
と
頭
部
後
方
の
白
い
目
玉
模
椋
は
雌
雄

共
通
で
あ
る
。
交
尾
や
雄
か
ら
雌
へ
の
餌
渡
し
等
、
順

謝
に
繁
殖
行
動
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
6
片
日
目
、

産
卵
直
前
に
鉄
塔
の
カ
ラ
ス
の
巣
が
撤
去
さ
れ
、

調理線アンテナ巳と忌る雌巳、 経止プ食べ残しの飼（ツバメ） を没＇1たがill ！~

受け取ら忽かつだ。 ( 16:30）無線？ンテナ上空てコワモリを摘ll診る。

鰐緩7ンテフ・t;:？羽、皐{'!Id;り明6受わず。 4:00） 鉄18付近巴近づく力ラヌを2~.rnで（雨、613 

( 11:30）鐙かとコ縫への鉛節句動ガ見られた。』S’a矯！Iし児童菌を

7ンテゴ Cl吾ち炉リ、子分くらい食べ、残りをll!C与える．

一巴cμ、再車線I＇ンテJトに2羽でとまる.19:30頃飛ぴ云る

J&fiし追い払う。

78 （慣れ｝

一日CfJ、 照緑7ヲンァア仁n~cとEまるe 交尾も数回みらηe.88 （隠れ〉

本 1 3白~でqi販の観察内容であっ＂！：！ .

( 17・00)無線アンアJこ2羽でとま'6。 (4:00～9:00) 1羽とまる。 ( 16:30) 2;),JとJ.るの

(I¥ 00）無縁？ンテナi;::＇ ~＜＂！と三る．

14巴 ｛鐙り）

( 1 4·30）タ力2羽で鉱18二空をsm:mi羽i; る． ＊鉄tak~あっf:JJ ：ラヌのδ単1了組本されだ。

句 1羽ii~したが、 aごろCい是正く1Jるe

無線アンテJ；＇？羽とまる．15日 〈密リ｝

16日 （何百J

-8¢見られ是正いの

高車線？ンテアニ 1~司飛来すぐ込る． (15:00) 

確認できず。＊70白、 71臼-om:認でさ主主かったr

貫録)I：；テ7！；：コワ：： ）の足11"%下．キイーキイ

（雨）

18臼（瞬れ）

na 

（雨）19日

0 
/'¥,. 

ア
は
ま
も
な
く
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

短
期
間
の
チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ
観
察
で
あ
っ
た
が
、

く
つ
か
の
知
見
を
得
た
。
ひ
と
つ
は
雄
か
ら
雌
へ
の

餌
渡
し
。
猛
禽
類
の
多
く
は
繁
殖
期
、
雄
が
中
心
に

狩
り
を
行
い
雌
や
雛
を
養
う
。
雄
は
捕
獲
し
た
餌
を

持
ち
か
え
り
、
特
定
の
餌
渡
し
場
所
で
雌
に
渡
す
。

タ
カ
目
は

一
般
的
に
雄
よ
り
雌
の
方
が
大
き
い
。
ツ

ミ
や
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
観
・
祭
で
は
、
雄
が
持
ち
か

え
っ
た
餌
を
渡
す
と
い
う
よ
り
、
大
き
な
雌
に
奪
い

cいう？＇＞ を聞く． キ以後、確認してい忽いe（雨）22臼

、、’U
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取
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ

は
ア
ン
テ
ナ
で
雄
が
食
べ
、
雌
は
傍
ら
で
辛
抱
強
く

待
つ
。
や
が
て
ク
i
ク
l
鳴
い
て
、
餌
を
ね
だ
る
。

雄
は
残
り
を
雌
に
与
え
、
餌
を
食
べ
る
雌
の
近
く
で

鳴
を
ア
ン
チ
ナ
に
こ
す
り
つ
け
る
。
食
事
後
の

歯

磨
き
」
行
動
は
ハ
ヤ
ブ
サ
と
同
じ
で
あ
る
。

チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ
が
と
の
時
期
に
ア
ン
テ
ナ
に
持
ち

か
え
っ
た
獲
物
は
、
路
上
に
落
ち
た
羽
毛
や
骨
片
等

〈岳
山
さ
ん
収
集
）
に
よ
り
、
ツ
バ
メ
と
ア
プ
ラ
コ

ウ
モ
リ
と
判
明
し
た
。

（
白
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
定

6＞司101ヨ

句、

2012年
E問） 9

トd

→ 
点
観
察
を
行
い
、
玄
関
前
で
餌
動
物
の
羽
も

・
骨
片

を
収
集
し
た
、
自
問
山
さ
ん
の
記
制
は
い
去
の
と
お
り
で

あ
る
。
）

巣
の
撤
去
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ

の
繁
殖
は
幕
引
き
と
な
っ
た
が
、

群
馬
県
が
チ
ゴ

ハ

ヤ
ブ
サ
の
繁
殖
地
に
な
る
兆
候
が
感
じ
ら
れ
た
。

参
考
文
献

2
0
1
2
 
柴
田
佳
秀

B
I
R
D
E
R
お
巻
9
号

J噂食されたアブラコウモリ骨片

青

木

雅

夫

7 
、ーー”

、
ミ
ク
ロ
で
見
る

植
物
を
・ア

ン
ツ
キ

、圃，．

秋
に
な
っ
て
、
出
ん
ぼ
の
は
怖
に
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
の

け
立
つ
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
c

そ
の
中
で
も
テ

ン
ツ
キ
は
テ
ン
ツ
キ
属
と
い
う
仲
間
に
入
り
興
味
あ

る

一
群
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
穂
を
ピ
ン
セ
ッ
ト

と
柄
付
き
針
で
突
っ
つ
き
ま
す
。
実
体
顕
微
鏡
下
で

行
う
の
で
す
が
、

聞
く
と
こ
れ
が
楽
し
み
と
い
う
人

が
結
構
い
る
も
の
で
す
。
痩
果
の
縞
模
様
、
雌
し
べ

の
柱
頭
の
形
態
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
て

く
る
か
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
テ
ン
ツ
キ
は
痩
果
の
格
子
紋
が
隆
起
し
て

は
っ
き
り
見
え
ま
す
。
小
穂
か
ら
取
り
だ
し
た
ば
か

り
だ
と
見
え
に
く
い
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
し
て
乾

い
て
く
る
と
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
花
村

は
幅
広
く
、
柱
頭
が
2
裂
し
ま
す
。
花
柱
の
上
店、

柱
頭
の
す
ぐ
下
に
は
聞
出
し
た
毛
が
あ
り
ま
す
。
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事
務
局
日
誌

（
附
）

6
月
引
日

6
月
辺
日

6
月
幻
自

6
月
お
日

6
月
幻
自

6
月
お
日

7
月
3
日

7
月
4
日

7
月
7
日

7
月
8
日

7
月
ロ
日

7
月
凶
日

7
月
同
日

7
月
げ
日

7
月
日
日

7
月
辺
自

7
月
お
日

7
月
初
日

7
月
幻
自

7
月
お
日

法
務
局
登
記
事
項
証
明
書
交
付

群
馬
県
N
P
O法
人
係

「役
員
変
更
届
」
提
出

6
月
理
事
会

8
名
出
席

県
自
然
環
境
課
「
鳥
獣
駆
除
L

打
合
せ
来
所

会
報
「
群
馬
の
自
然

・
夏
号
」
印
刷
所
渡
し

6
月
理
事
会
議
事
録
送
付

会
報
「
群
馬
の
自
然

・
夏
号
」
校
正

赤
城
山
環
境
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

・
運
営
会
議

赤
城
山
環
境
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

・
s
t
e
p－

同
右

自
然
観
察
会
傷
害
保
険
加
入
手
続
き

赤
城
山
環
境
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

・
s
t
e
p－

赤
城
山
環
境
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

・
s
t
e
p
E

会
報

「群
馬
の
自
然
・
夏
号
」
会
員
へ
郵
送

茨
城
県
勝
田
中
学
校

「赤
城
山
登
山
」
指
導

県
自
然
環
境
謀
「
会
報
夏
号
L

臼
部
持
参

県
林
業
試
験
場
昆
虫
観
察
会
凶
名
参
加

24 
年
度
県
採
用
教
諭
野
外
研
修
指
導

現
地
下
見

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
サ
イ
エ
ン
ス

・
ウ
l
ィ
ク
）

「乗
鞍
岳
観
察
教
室
」
傷
害
保
険
加
入
手
続
き

「
9
人
の
提
言

・
講
演
会
」
ぐ
ん
ま
毘
虫
の
森
園
長
矢
島
稔
氏

8
月

2
日

8
月
4
日

8
月
5
日

8
月

9
日

8
月
日
日

8
月
は
日

8
月
日
日

8
月
お
日

8
月
幻
日

8
月
鈎
日

9
月
2
日

9
月
5
日

9
月
6
日

9
月
8
日

9
月
日
日

9
月
日
日

9
月
時
日

9
月
時
日

M
年
度
県
採
用
高
校
教
諭
刷
名

「野
外
研
修
指
導
」

夏
の
自
然
観
察
教
室

「
乗
鞍
岳
」

M
名
参
加

同
右

第
出
回
赤
城
自
然
塾
運
営
会
議

赤
城
山
覚
満
淵
サ
サ
刈
り
作
戦
企
画
委
員
会

8
月
理
事
会
日
名
出
席

三
波
川
自
然
観
察
会
引
名
参
加

福
島
避
難
児
童
「
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
」
赤
城
山
合
宿

14 
日

赤
城
山
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
生
息
調
査

日
名
参
加

プ
ナ
平
l
玉
原
湿
原
自
然
観
察
会
党
山
名
参
加

赤
城
山
環
噴
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
第
日
回
会
議

谷
川
岳
一
ノ
倉
沢
と
湯
槍
曽
川
自
然
観
察
会

赤
城
山
の
自
然
保
護
活
動
推
進
協
議
,6.. 
Z三

A.. 
i工

画
委
貝

Z又

43 
名

赤
城
山

・
山
ガ
ー
ル
登
山

・
現
地
下
見

赤
城
鍋
剖
高
原
サ
サ
刈
り
／
シ
カ
食
害
木
調
査

柏
市
立
第
五
小
学
校

・
植
物
観
察
指
導

赤
城
鍋
割
高
原
サ
サ
刈
り

赤
城
鈴
ケ
岳
清
掃
登
山

は
名
参
加

赤
城
元
気
フ
ェ
ス
タ

・
山
ガ
l
ル
登
山
指
導

赤
城
鍋
割
高
原
サ
サ
刈
り
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事
務
局
だ
よ
り

編
集
か
ら
の
お
願
い

群
馬
県
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
赤
城
山
の
現
状
と

現
在
展
開
さ
れ
て
い
る
保
護
及
び
調
査
活
動
に
つ
い

て
特
集
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
原
稿
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
成
巣
や
課
題
に
つ
い
て
紹

介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

次
号
の
特
集
は
夏
号
に
引
き
続
き

「ぐ
ん
ま
百
名

山
の
白
然

x－
下
仁
回
付
近
の
山
②」

を
予
定
し
て
い

ま
す
。
対
象
は
大
桁
山
・
稲
合
山

・
小
沢
岳

・
日
暮

山

・
物
見
山

・
荒
船
山

・
物
語
山

・
鹿
需

・
四
つ
文

山
の
九
山
で
す
。
原
稿
の
締
め
切
り
は
は
月
日
日
で

す
。
自
然
保
護
に
関
す
る
ご
意
見
や
観
然
記
録
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
所
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
の
紹
介

安

「構
物
は
す
ご
い
」

田

中

修

中
央
公
論
社

8
4
0
円

身
近
な
植
物
が
持
つ
、
捕
食
や
病
原
蘭
か
ら
の
防

衛
、
紫
外
線
・
乾
燥
・
暑
さ
へ
の
対
策
そ
し
て
種
族

維
持
の
戦
略
な
ど
、
興
味
、
深
い
話
が
満
載
で
あ
る
。

－
R

「
日
本
の
チ
ョ
ウ
」
日
本
チ
ョ
ウ
類
保
全
協
会
編

誠
文
堂
新
光
社

l
、
8
0
0
円

H
本
に
生
息
す
る
全
て
の
チ
ョ
ウ
を
美
し
い
カ
ラ
i

写
点
で
紹
介
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
。
本
会
理
事
で

あ
る
村
松
行
栄
氏
崩
影
の
写
真
も
嗣
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

野
鳥
写
真
展
の
ご
案
内

場

所

高

崎
市
観
音
山
の
森
パ

i
ド
ハ
ウ
ス
．． 
階

日

時

土

－
H
・
祝
円
の

ω時
か
ら
は
以
時

内
容

一
括
禽
類

t

ω月
2
日
i
U
月
比
日

「カ
ラ
4
種
プ
ラ
ス
l
L

川
月
m
H
i
は
H
月
同
日

日
本
野
鳥
の
会
群
馬
の
会
員
に
よ
る
写
真
展
で

す
。
A
f

同
は
福
田
修

a

ニ
さ
ん
の
作
品
で
す
。

お
近
く
に
お
い
で
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下

H
WS
J
 

x
 

wv 

~馬の白然 166サ

発行目 、ド成24年10.H

発行人 Np O群馬県自然保護連盟

編集人 谷 畑藤男

発行所 若干馬県自然保品連開事務所

〒3700046 

高崎市江木町61010 

話 027-324・・ 5706

帯 090-4833 5789 

嘗 00320-6-13239 

費 2.00 0円（年間）

電

携

振

会

勺
乙

勺乙


